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大
阪
音
楽
大
学
の
１０
年
度
奨
学
制
度

（
給
付
奨
学
金
）
決
定
通
知
書
授
与
が

６
月
１０
日
、
Ａ
号
館
会
議
室
で
行
わ
れ
、

中
村
孝
義
学
長
が
３５
人
（
大
学
２０
人
、

大
学
音
楽
専
攻
科
２
人
、
短
大
７
人
、

短
大
専
攻
科
１
人
、
大
学
院
５
人
）
に

決
定
通
知
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
制
度
は
０８
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

０９
年
度
の
学
業
成
績
に
よ
っ
て
選
考
さ

れ
た
学
生
に
支
給
。
大
学
の
場
合
は
奨

学
金
Ａ
９０
万
円
、
同
Ｂ
４５
万
円
、
同
Ｃ

３０
万
円
。
音
楽
専
攻
科
は
２０
万
円
。
短

大
は
同
Ａ
８５
万
円
、
同
Ｂ
４０
万
円
、
同

Ｃ
２５
万
円
。
短
大
専
攻
科
は
２０
万
円
。

大
学
院
は
１
年
生
が
５０
万
円
、
２
年
生

は
１
０
０
万
円
と
５０
万
円
が
あ
り
、
今

年
度
の
対
象
者
に
は
５０
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
し
た
。
給
付
学
生
は
次
の
み
な
さ

ん
。�

　
【
大
学
奨
学
金
Ａ
】
伏
見
千
紗
都
（
２
年
、

ピ
ア
ノ
）、
根
本
み
ず
き
（
３
年
、
同
）、
比

果
沙
織
（
４
年
、
同
）
【
同
Ｂ
】
櫻
井
奈
月
（
２

年
、
同
）、
京
谷
政
樹
（
３
年
、
音
楽
学
）、

小
野
文
（
同
、
ピ
ア
ノ
）、
林
佑
子
（
４
年
、

声
楽
）、
大
西
康
世
（
同
、
ピ
ア
ノ
）
【
同
Ｃ
】

川
上
千
尋
、
酒
井
麻
衣
、
清
水
笙
子
、
黄
有

希
（
い
ず
れ
も
２
年
、
ピ
ア
ノ
）、
栗
脇
紀
奈

（
３
年
、
作
曲
）
西
田
安
希
（
同
、
声
楽
）、

井
上
瑠
衣
子
（
同
、
ピ
ア
ノ
）、
寺
澤
美
樹
（
同
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、
沖
永
紗
織
、
　
田
翔
子
、

林
ゆ
か
り
（
い
ず
れ
も
４
年
、
ピ
ア
ノ
）、
杉

山
恵
梨
（
同
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
【
音
楽
専

攻
科
】
臼
井
直
美
（
声
楽
）、
平
垣
友
里
（
ピ

ア
ノ
）�

　
【
短
大
奨
学
金
Ａ
】
康
基
勳
（
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
　
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）
【
同
Ｂ
】
岩
岡
和
姫
（
声

楽
）
【
同
Ｃ
】
植
木
久
美
子
、
内
藤
リ
リ
コ
（
声

楽
）、
河
村
遙
（
ピ
ア
ノ
）、
吹
田
由
香
里
（
打

楽
器
）、
藤
原
恵
理
佳
（
電
子
オ
ル
ガ
ン
）
【
専

攻
科
】
大
山
瑞
紀
（
声
楽
）�

　
【
大
学
院
】
松
本
栄
成
（
１
年
、
作
曲
）、

奥
坊
由
起
子
（
同
、
音
楽
学
）、
井
上
い
づ
み

（
同
、
ピ
ア
ノ
）
中
侑
子
（
２
年
、
オ
ペ
ラ
）、

山
下
真
里
子
（
同
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）�

　
大
阪
音
楽
大
学
は
１１
年
４
月
か
ら
音

楽
学
部
器
楽
学
科
弦
楽
器
専
攻
に
「
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス
」
を

設
け
ま
す
。
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス
と
し

て
は
０７
年
の
ピ
ア
ノ
に
続
い
て
二
つ
目

と
な
り
ま
す
。�

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス

は
国
内
外
に
お
い
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
演
奏
家
と
し
て
活
躍
出
来
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一

般
入
学
試
験
で
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

公
募
推
薦
入
学
試
験
・
特
別
推
薦
入
学

試
験
の
合
格
者
で
、
特
別
コ
ー
ス
を
希

望
す
る
人
に
は
コ
ー
ス
変
更
審
査
も
実

施
し
ま
す
。�

　
同
コ
ー
ス
の
専
門
教
育
科
目
（
必
須
）

は
次
の
通
り
で
す
。�

　
【
弦
楽
器
特
Ａ
Ⅰ
・
特
Ａ
Ⅱ
・
特
Ａ

Ⅲ
・
特
Ａ
Ⅳ
・
特
Ａ
Ⅴ
・
特
Ａ
Ⅵ
・
特

Ⅶ
・
特
Ａ
Ⅷ
】
学
生
の
能
力
や
適
性
を

見
な
が
ら
、
演
奏
家
と
し
て
の
基
礎
能

力
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
正
確
な

譜
読
み
、
合
理
的
で
安
定
し
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
確
立
、
時
代
ス
タ
イ
ル
の
理
解

と
表
現
な
ど
を
学
修
し
ま
す
。�

　
【
弦
楽
器
特
Ｂ
Ⅰ
・
特
Ｂ
Ⅱ
・
特
Ｂ

Ⅲ
・
特
Ｂ
Ⅳ
・
特
Ｂ
Ⅴ
・
特
Ｂ
Ⅵ
・
特

Ｂ
Ⅶ
・
特
Ｂ
Ⅷ
】
主
に
コ
ン
サ
ー
ト
や

コ
ン
ク
ー
ル
を
前
提
に
し
た
ス
テ
ー
ジ

上
の
演
奏
を
よ
り
効
果
的
に
演
奏
す
る

た
め
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
修
し
ま
す
。
学
生

の
個
性
を
慎
重
に
判
断
し
な
が
ら
、
選

曲
を
は
じ
め
、
表
現
法
な
ど
を
中
心
に

ど
う
す
れ
ば
演
奏
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

か
を
研
究
。
指
導
教
員
は
久
合
田
緑
教

授
、
上
塚
憲
一
准
教
授
、
小
森
谷
泉
講

師
（
ピ
ア
ノ
）
ら
を
中
心
に
内
外
の
一

流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
し
ま
す
。�

　
こ
の
他
、
専
門
合
奏
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
室
内
楽
（
弦
）
Ａ

Ⅰ
・
同
Ｂ
Ⅰ
、
室
内
楽
（
鍵
盤
）
Ａ
Ⅰ
・

同
Ｂ
Ⅰ
、
同
Ａ
Ⅱ
・
同
Ｂ
Ⅱ
、
実
用
外

国
語
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
、
卒
業
演
奏
、
音
楽

理
論
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
和
声
法
、
楽
曲
研
究
、

西
洋
音
楽
史
概
説
Ａ
・
Ｂ
、
副
科
鍵
盤

楽
器
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
同
演
習
Ａ
Ⅰ
・
Ｂ
Ⅰ
、

同
Ａ
Ⅱ
・
Ｂ
Ⅱ
な
ど
。�

　
こ
れ
ら
を
学
修
す
る
こ
と
で
、
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
、
室
内
楽
奏
者
と
し
て
、

ま
た
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
活
躍
で
き
る
演
奏
家
を
育
て
る

た
め
の
授
業
を
組
み
込
ん
で
い
く
予
定

で
す
。�

�

本
学
の
看
板
に
な
る
存
在
へ�

　
上
塚
准
教
授
の
話
　
や
る
気
の
あ
る

学
生
が
多
い
の
で
、
弦
楽
器
を
学
ぶ
学

生
の
レ
ベ
ル
を
高
め
、
本
学
の
看
板
に

な
る
存
在
に
育
て
て
い
き
た
い
。�

　
久
合
田
教
授
の
話
　
芸
術
関
係
の
大

学
で
長
い
間
、
学
生
を
育
て
て
き
ま
し

た
し
、
長
期
間
の
留
学
経
験
も
あ
り
ま

す
。
演
奏
家
特
別
コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ

る
と
い
う
こ
と
で
大
音
に
呼
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
、
自
分

が
勉
強
し
て
き
た
こ
と
の
集
大
成
と
し

て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
子

化
問
題
は
ど
こ
の
大
学
も
抱
え
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
特
別
な
目
玉
を
持
つ
大

学
に
す
る
こ
と
で
、
公
立
、
私
立
の
壁

を
破
り
た
い
と
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
家�

特
別
コ
ー
ス
来
春
開
設�

世
界
を
極
め
る
人
材
育
成�

３５
人
に
給
付
奨
学
金
�

中
村
学
長
が
決
定
書
�
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大
阪
音
楽
学
校
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

初
め
て
披
露
し
た
の
は
１
９
３
１
年
（
昭

和
６
年
）
の
「
第
２
回
定
期
大
演
奏
会
」。

翌
年
の
「
第
３
回
」
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
「
大
阪
音
楽
学
校
管
弦
楽
部
員
」
と

刷
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
が
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
黎
明
期
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
回
か
ら
は
新
聞
社
が
後
援

し
、
収
益
金
は
福
祉
や
社
会
事
業
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
４１
年

（
昭
和
１６
年
）
暮
れ
、
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
、
や
が
て
戦
火
が
激
し
く
な
っ

て
く
る
と
、
こ
の
後
援
目
的
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）�

　
定
期
大
演
奏
会
の
「
第
２
回
」
は
２

月
２６
日
、
大
阪
朝
日
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、「
管

弦
楽
　
大
阪
音
楽
学
校
職
員
生
徒
」
と

し
て
「
未
完
成
交
響
曲
（
ロ
短
調
）
第

一
楽
章
　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
」
な
ど
と

あ
り
ま
す
。
３２
年
（
昭
和
７
年
）
２
月

２０
日
に
同
じ
大
阪
朝
日
会
館
で
開
か
れ

た
「
第
３
回
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
管

弦
楽
　
大
阪
音
楽
学
校
管
弦
楽
部
員
　

『
驚
愕
』
交
響
楽
　
ト
長
調
　
ハ
イ
ド

ン
　
第
一
楽
章
―
第
四
楽
章
」
、
田
中

平
三
郎
の
指
揮
で
全
曲
演
奏
。
そ
の
４

カ
月
後
の
６
月
８
日
に
樟
蔭
高
等
女
学

校
（
現
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
）
で
催
さ

れ
た
演
奏
会
は
「
大
阪
音
楽
学
校
管
弦

楽
団
」
と
名
乗
り
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」
序
曲
な
ど
３
曲
を
披

露
し
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
演
奏
会
の
主
催
の
多
く
は
大

阪
音
楽
学
校
楽
友
会
。
後
援
団
体
と
し

て
は
第
２
回
か
ら
新
聞
社
の
社
会
事
業

団
や
名
称
変
更
し
た
同
厚
生
事
業
団
が

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
大

阪
音
楽
学
校
が
創
立
２５
周
年
を
迎
え
た

３９
年
（
昭
和
１４
年
）
の
第
９
回
演
奏
会

は
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
主
催
。
２
月
１９

日
に
大
阪
中
央
公
会
堂
で
開
か
れ
た
の

で
す
が
、
１８
日
付
の
予
告
記
事
に
は
、

「
注
目
の
初
公
演
　
巣
立
つ
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
と
２
段
見
出
し
、

文
中
に
は
「
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の

は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
本
格
的
な
交
響
管

弦
楽
団
に
成
長
し
て
…
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
番
の
翌
２０
日
付
の
同
新
聞
は
、

「
誇
る
関
西
の
音
楽
関
心
　
全
聴
衆
旋

律
の
陶
酔
」
と
次
の
よ
う
に
報
道
し
ま

し
て
い
ま
す
。�　

「
早
春
の
楽
季
を
か
ざ

る
清
新
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

定
刻
前
聴
衆
は
会
場
を
埋

め
大
阪
に
お
い
て
も
音
楽

へ
の
真
摯
な
関
心
が
本
格

的
で
あ
る
と
深
く
感
じ
さ

せ
る
。
永
井
校
長
の
挨
拶

に
つ
づ
い
て
ま
ず
朝
比
奈

隆
氏
の
率
い
る
大
阪
シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
下
山
田
裕
子
女
史

の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
シ
ョ
パ

ン
の
難
曲
協
奏
曲
第
一（
ニ

短
調
）
の
華
麗
な
演
奏
を

持
っ
て
は
じ
ま
り
…
…
」�

　
ま
た
、
後
に
大
阪
音
楽
大
学
講
師
も

務
め
た
音
楽
評
論
家
の
吉
村
一
夫
は
同

じ
２１
日
付
紙
面
で
こ
の
定
期
演
奏
会
を

評
論
し
て
い
ま
す
。�

　
「
大
阪
に
お
い
て
最
古
の
歴
史
を
誇

る
大
音
も
本
年
を
も
っ
て
２５
周
年
を
迎

え
た
。
文
字
通
り
苦
心
経
営
の
２５
年
を

振
り
返
っ
て
永
井
校
長
の
胸
中
万
感
の

去
来
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
校
長
の
大

乗
的
な
人
格
の
力
が
大
音
を
２５
歳
の
青

年
に
育
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
音
楽
の

ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
立
派
に
指
導
的
役

割
を
果
た
し
音
楽
学
校
な
ら
で
わ
の
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
っ
て
埋
め
ら
れ

た
当
夜
の
演
奏
は
全
く
記
念
す
べ
き
成

果
で
あ
っ
た
。
永
井
校
長
を
頭
に
長
井

斉
氏
、
朝
比
奈
氏
そ
の
他
の
有
能
な
股

肱
を
持
つ
大
音
の
将
来
は
、
一
層
輝
か

し
い
も
の
を
約
束
さ
れ
る
」�

　
「
明
治
の
開
花
と
と
も
に
滔
滔
と
流

れ
込
ん
だ
西
洋
文
化
の
一
部
門
と
し
て

の
音
楽
を
我
々
は
ま
ず
受
け
入
れ
て
消

化
し
、
わ
が
国
の
伝
統
的
精
神
で
あ
る

和
魂
漢
才
を
指
導
原
理
と
し
て
、
日
本

国
民
音
楽
を
打
ち
立
つ
べ
き
大
事
業
を

控
え
た
今
日
、
些
少
な
技
術
上
の
瑕
疵

を
取
り
上
げ
る
時
で
な
い
。
こ
の
意
味

で
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
管
弦
楽
の
伴
奏
を

も
っ
て
し
器
楽
、
声
楽
の
す
べ
て
の
部

門
に
わ
た
る
曲
目
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊

か
さ
と
、
そ
の
効
果
に
お
い
て
満
足
す

べ
き
水
準
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
慶
賀

に
耐
え
な
い
」�

　
こ
の
２
年
後
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
翌
４２
年
の
大
演
奏
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
限
り
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
活
動
に
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
４３
年
に
は
演
奏
会
の
後

援
目
的
が
福
祉
や
社
会
事
業
か
ら
「
軍

人
援
護
資
金
醵
集
の
た
め
」
と
、
大
き

く
方
向
転
換
し
て
い
ま
す
。�

〈１４〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

１９４３年の演奏会プログラムには「軍人救護資金醵集
のため」の文言が表誌と裏面にも�

第
２
回
演
奏
会
で
初
披
露�

創立２５周年には「絶賛」�

管弦楽団の黎明�

き
ょ�

し
ゅ
う�
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池
田
洋
子
客
員
教
授
が
、
演
奏
家
特

別
コ
ー
ス
の
学
生
を
対
象
に
、
４
月
１４

日
、
２８
日
、
５
月
２８
日
、
６
月
９
日
に

ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
２８
日
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
Ｒ
・

シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ウ
ィ
ー
ン
の
謝
肉
祭

の
道
化
」
を
演
奏
し
た
桑
沢
美
南
さ
ん

（
３
年
）
に
、
「
第
１
楽
章
の
ア
レ
グ

ロ
は
心
ざ
わ
め
く
雰
囲
気
で
。
シ
ン
コ

ペ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ズ
ム
が
ど
ん
ど
ん
追

い
か
け
て
く
る
。
４
小
節
を
区
切
ら
ず

一
気
に
弾
い
て
、
最
後
は
ア
ゴ
ー
ギ
グ

を
き
か
せ
て
音
を
た
め
る
。
２
楽
章
の

ロ
マ
ン
ツ
ェ
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
流
れ

を
符
点
や
拍
を
強
調

す
る
こ
と
で
中
断
し

な
い
よ
う
に
」
と
、
楽
曲
特
有
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
、
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
ア

ゴ
ー
ギ
グ
の
つ
け
方
、
音
色
を
ク
リ
ア

に
出
す
た
め
の
特
殊
な
指
使
い
な
ど
を

指
導
し
ま
し
た
。�

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ポ
ル
ト
高
等
音
楽
院

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
科
教
授
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

サ
イ
オ
テ
氏
が
、
公
開
レ
ッ
ス
ン
と
ミ

ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
Ｆ
・

プ
ー
ラ
ン
ク
の
「
ソ
ナ
タ
」
を
演
奏
し

た
鷹
羽
萌
子
さ
ん
（
大
３
）
に
は
、
ま

ず
強
く
し
っ
か
り
し
た
息
で
吹
く
た
め

の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

践
指
導
。
「
２
楽
章
の
旋
律
の
出
だ
し

は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
同
時
に
出
ず
、
一

瞬
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
す
こ
と
で
フ
ラ

ン
ス
歌
曲
風
の
洗
練
さ
れ
た
味
わ
い
を
」

と
表
現
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。�

　
Ｃｈ
―

Ｍ
・
ヴ
ィ
ド
ー
ル
の
「
序
奏
と

ロ
ン
ド
」
を
演
奏
し

た
井
上
舞
香
さ
ん
（
大

４
）
に
は
、
「
テ
ヌ
ー
ト
は
長
い
ア
ク

セ
ン
ト
と
考
え
て
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は

下
り
る
パ
ッ
セ
ー
ジ
が
難
し
い
。
し
っ

か
り
つ
か
む
よ
う
に
」
と
指
使
い
も
指

導
し
ま
し
た
。�

　
ボ
リ
ス
・
ベ
ク
テ
レ
フ
氏
が
演
奏
家

特
別
コ
ー
ス
の
２
、
３
年
生
６
人
を
対

象
に
公
開
レ
ッ
ス
ン
し
ま
し
た
。
同
氏

は
欧
州
、
米
国
、
日
本
で
コ
ン
サ
ー
ト

活
動
。
ソ
ロ
の
ほ
か
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

室
内
楽
と
の
協
演
で
絶
賛
さ
れ
、
現
在

は
神
戸
女
学
院
大
学
客
員
教
授
。�

　
指
導
を
受
け
た
の
は
加
茂
里
織
、
根

本
み
ず
き
、
桑
沢
美
南
（
以
上
３
年
）、

白
藤
望
、
今
村
理
沙
、
櫻
井
奈
月
（
同

２
年
）
の
み
な
さ
ん
。
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ

ン
の
交
響
的
練
習
曲
作
品�
１３�
を
弾
い
た

白
藤
さ
ん
は
受
講
後
、
「
力
強
く
、
あ

る
時
に
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
弾
き
分

け
ら
れ
る
よ
う
練
習

に
励
み
た
い
」
。
加

茂
さ
ん
は
「
練
習
が
足
り
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
の
と
、
先
生
と
私
の
持
っ

て
い
た
楽
譜
の
版
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
第
１２
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
演
奏
賞
を
受
賞
。
現
在
東
京

芸
術
大
学
准
教
授
を
つ
と
め
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
有
森
博
氏
が
５
月
２１
、
２２
日
に

公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。�

　
２１
日
に
Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド

を
演
奏
し
た
乾
将
万
さ
ん
（
大
１
）
に

は
「
バ
ラ
ー
ド
は
物
語
が
伝
わ
る
よ
う

自
分
の
中
の
印
象
に
残
る
ド
ラ
マ
を
加

え
、
変
化
を
つ
け
て
弾
く
と
い
い
。
第

一
音
は
上
か
ら
力
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
弾

く
の
で
は
な
く
、
鍵
盤
の
面
積
を
広
く

使
っ
て
ピ
ア
ノ
の
奥
か
ら
じ
わ
ー
っ
と

響
か
せ
る
よ
う
に
。
ア
ジ
タ
ー
ト
の
個

所
は
テ
ン
ポ
を
速
め

る
よ
り
、
音
楽
の
強

さ
で
盛
り
上
げ
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
あ
わ
て
て
雑
音
の
よ
う
に
大
き
く

な
っ
て
シ
ョ
パ
ン
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
音
楽
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
弾
く
こ

と
が
大
事
」
な
ど
と
指
導
し
ま
し
た
。�

４月４月２８日　Ｆ号館日　Ｆ号館１１２教室教室�４月２８日　Ｆ号館１１２教室�

５月５月１１日　Ｆ号館日　Ｆ号館１１２教室教室�５月１１日　Ｆ号館１１２教室�６月１５日　ミレニアムホール�７月５日　ミレニアムホール� ５月５月２１日　Ｆ号館日　Ｆ号館１１２教室教室�５月２１日　Ｆ号館１１２教室�

５月５月１４日　Ｏ号館日　Ｏ号館１０１教室教室�５月１４日　Ｏ号館１０１教室�６月１１日　ミレニアムホール�６月１５日　О号館２０１教室�

ピ　ア　ノ�
池田洋子�
　　　客員教授�

音
色
ク
リ
ア
に
　指
使
い
の
指
導
も�

クラリネット�し
っ
か
り
し
た
息
で
吹
こ
う
実
践�

ピ　ア　ノ�
ボリス・ベクテレフ氏�
Boris Bekhterev

楽
譜
の
版
に
よ
っ
て
違
い
を
知
る�

ピ　ア　ノ�

有森　博氏�
バ
ラ
ー
ド
は
ド
ラ
マ
加
え
弾
こ
う�

アントニオ・サイオテ氏�
Antonio Saiote

特別講義・公開レッスン�
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箏
・
三
絃
の
演
奏
家
、
作
曲
家
と
し

て
活
躍
し
、
東
京
芸
術
大
学
講
師
を
つ

と
め
る
深
海
さ
と
み
氏
が
特
別
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
講
義
は
深
海
氏
の
自
作

「
秋
風
幻
想
」
の
箏
独
奏
で
始
ま
り
、

深
海
氏
と
井
口
淳
子
教
授
と
の
対
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
深
海
氏
の
三

絃
、
菊
武
厚
詞
講
師
の
箏
、
田
嶋
直
士

講
師
の
尺
八
に
よ
る
三
曲
合
奏
で
、
石

川
勾
当
の
「
八
重
衣
」
が
演
奏
さ
れ
、

流
派
の
異
な
る
３
人
の
名
手
に
よ
る
端

麗
な
古
典
の
三
曲
合
奏
に
、
受
講
者
は

し
ば
し
聞
き
惚
れ
ま
し
た
。�

　
後
半
は
中
谷
明
沙
子
さ
ん
（
大
４
）

が
宮
城
道
雄
の
「
春

の
海
」
で
公
開
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
、
指
先
だ
け
で
な
く
全
身

で
爪
音
を
響
か
せ
る
姿
勢
や
フ
レ
ー
ジ

ン
グ
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
邦

楽
専
攻
生
と
音
楽
学
専
攻
生
が
深
海
氏

と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
対
談
し
ま
し
た
。�

　
オ
ー
ボ
エ
と
室
内
楽
で
パ
リ
国
立
高

等
音
楽
院
の
１
等
賞
を
得
た
後
、
ア
ン

コ
ー
ナ
な
ど
５
大
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
。
室
内
楽
で
は
モ
ラ
ゲ
ス
木
管
五

重
奏
団
の
創
設
時
（
１
９
８
０
年
）
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
。
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
受

講
し
た
の
は
小
柳
利
恵
さ
ん
（
大
３
）

と
西
阪
里
美
さ
ん
（
大
４
）。�

　
Ｒ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ア
ダ
ー
ジ
オ

と
ア
レ
グ
ロ
　
変
イ
長
調
　
作
品
７０
」

を
吹
い
た
小
柳
さ
ん
に
は
「
部
分
練
習

ば
か
り
し
て
い
る
と
全
体
を
通
し
た
時
、

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
１
日
１
回
は
最

後
ま
で
吹
き
切
る
練
習
を
し
て
く
だ
さ

い
」
。
Ｈ
・
デ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ユ
の
「
ソ
ナ

タ
」
を
演
奏
し
た
西
阪
さ
ん
に
「
楽
器

を
吹
い
て
い
て
心
地
が
よ
く
、
幸
せ
と

思
う
リ
ー
ド
を
求
め
て
く
だ
さ
い
」
と

ワ
ル
タ
ー
氏
が
持
っ
て
い
た
リ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。�

　
米
国
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
、
Ｒ
・
ハ
ニ

ー
サ
ッ
カ
ー
氏
が
、
公
開
レ
ッ
ス
ン
を

行
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
つ
と
め

た
の
は
夫
人
の
安
田
紀
子
氏
。
本
学
出

身
で
、
現
在
米
国
で
オ
ペ
ラ
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

安
田
氏
は
公
開
レ
ッ
ス
ン
に
先
立
ち
、

米
国
の
オ
ペ
ラ
界
に
お
け
る
若
手
歌
手

育
成
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。�

　
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
Ｇ
・
ビ
ゼ
ー
の
「
カ

ル
メ
ン
」
か
ら
「
何
を
恐
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
ょ
う
」
を
歌
っ
た
臼
井
直
美

さ
ん
（
大
専
）
は
、
「
ミ
カ
エ
ラ
は
優

し
い
女
性
で
す
か
ら
、
フ
ォ
ル
テ
で
も

威
圧
的
な
歌
い
方
に

な
ら
な
い
よ
う
に
。

フ
レ
ー
ズ
の
終
わ
り
は
息
を
止
め
ず
、

リ
リ
ー
ス
（
解
放
）
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス
作
品
を
歌
う
と
き
は
音
が
跳

躍
す
る
と
き
に
、
声
を
ず
り
上
げ
ず
ス

マ
ー
ト
に
」
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
テ
ュ
ー
バ
奏
者
と
し
て
、
ク
リ
ニ
ッ

シ
ャ
ン
と
し
て
世
界
中
を
駆
け
巡
る
レ

ッ
ク
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
が
ユ
ー
フ
ォ

ニ
ウ
ム
や
テ
ュ
ー
バ
専
攻
生
を
対
象
に

公
開
レ
ッ
ス
ン
し
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
の
は
江
幡
遥
祐
さ
ん
（
大
４
・

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
）、
富
永
達
也
さ
ん

（
大
４
・
テ
ュ
ー
バ
）
ら
４
人
。�

　｢

演
奏
す
る
こ
と
は
と
て
も
複
雑
な

こ
と
。
そ
の
複
雑
な
こ
と
を
す
べ
て
叶

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
ば
ら
し

い
演
奏
家
の
、
す
ば
ら
し
い
音
質
を
頭

の
中
に
思
い
浮
か
べ
、
そ
の
音
を
真
似

て
く
だ
さ
い｣

。
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
練

習
を
す
る
時
の
取
り

組
み
と
し
て｢

イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン｣

を
強
調
し
ま
し
た
。�

　｢

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
く
こ
と
に

よ
っ
て
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
高

ま
り
、
皆
さ
ん
の
演
奏
が
、
も
っ
と
も

っ
と
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す｣

。�

４月２８日　Ｆ号館１１２教室�

５月１１日　Ｆ号館１１２教室�６月６月１５日　ミレニアムホール日　ミレニアムホール�６月１５日　ミレニアムホール�７月５日　ミレニアムホール７月５日　ミレニアムホール�７月５日　ミレニアムホール� ５月２１日　Ｆ号館１１２教室�

５月１４日　Ｏ号館１０１教室�６月６月１１日　ミレニアムホール日　ミレニアムホール�６月１１日　ミレニアムホール�６月６月１５日　О号館日　О号館２０１教室教室�６月１５日　О号館２０１教室�

特別講義・公開レッスン�

流
派
異
な
る
３
名
手
が
三
曲
合
奏�

箏 ・ 三 絃�

深海　さとみ氏�
１
日
１
回
は
最
後
ま
で
吹
く
こ
と�

オ ー ボ エ �

声　　　　　楽�
�

Robert Honeysucker
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
は
ス
マ
ー
ト
に�

ロバート・�
　　ハニーサッカー氏�

金 管 楽 器�

頭
の
中
に
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を�

レックス･マーティン氏�
Rex Martin

ダビィッド・ワルター氏�
David Walter
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平山善恵� 永井正幸� 横田知子�

平山　善恵�
　R.シューマン：ピアノソナタ�
　第３番　ヘ短調　作品14�
永井　正幸�
　F.リスト：ピアノソナタ　ロ短調　S.178�
横田　知子�
　F.ショパン：ピアノソナタ　第３番�
　ロ短調　作品58

小川　裕子�
　S.ラフマニノフ：「音の絵」作品33　作品39�
富樫三起子�
　A.ベルク：ピアノソナタ�
　第１番　作品１�
　C.ドビュッシー：『版画』�
木村　直美�
　F.シューベルト：幻想曲�
　ハ長調「さすらい人」D.760

２０１０年度ミレニアムピアノコンサート�
～ピアノ教員による演奏会～�

ミレニアムホールの催し�

第４回　９月３０日（木）１７時　入場無料�

大竹　道哉�
　R.シューマン：クライスレリアーナ�
鳥居　知行�
　J.ブラームス：ヘンデルの主題による
変奏曲とフーガ　作品24�

木村　綾子�
　F.ショパン：バラード　全４曲�

ミレニアムホールの催し�

訂正　前号に掲載した第３回ミレニアムピアノコンサートの曜日に誤りがあり、７月１日（火）と掲載いたしましたが、正しくは７月１日（木）でした。お詫びして訂
正いたします。�

小川裕子� 富樫三起子� 木村直美�

第５回　１０月１２日（火）１７時　入場無料�

大竹道哉� 鳥居知行� 木村綾子�

第６回　１１月２日（火）１７時　入場無料�

オペラ・プレトーク�

OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

�

の 催 し �8月・9月・10月�
８月１日（日）�
１０時�
�
８月１日（日）�
１０時�
�
８月２日（月）�
１０時�
�
８月３日（火）�
１０時�
�
８月５日（木）�
１０時�
�
８月６日（金）�
１０時�
�
８月７日（土）�
１０時�
�
８月２０日（金）�
１１時�
�
８月２１日（土）�
１１時�
�
９月８日（水）�
１０時�
�
９月１１日（土）�
１８時�
�
９月１８日（土）�
１４時�
�
９月３０日（木）�
１７時�
�
１０月２日（土）�
１５時�
�
１０月５日（火）�
１８時３０分�
�

１０月９日（土）�
１４時�
�
１０月９日（土）�
１５時�
�
１０月９日（土）�
１８時�
�
１０月１１日（月・祝）�
１１時�
�
１０月１２日（火）�
１７時�
�
１０月１６日（土）�
１５時�
�
１０月１８日（月）�
１８時�
�
１０月２０日（水）�
１８時�
�
１０月２１日（木）�
１８時�
�
１０月２２日（金）�
１４時�
�
１０月２２日（金）�
１８時�
�
１０月２３日（土）�
１５時�
�
１０月２７日（水）�
１８時�
�
１０月２９日（金）�
１４時�
�
１０月３０日（土）�
１４時 �

指導者研修　ピアノ（基礎編）�
Ｆ号館215教室　講師　植田定和　ほか�
�
指導者研修　ソルフェージュ�
Ｄ号館201,212教室　講師　和泉耕二　長谷川慶岳�
�
指導者研修　ピアノ（基礎編）（応用編）�
大阪音楽大学　講師　植田定和ほか（基礎編）　浅井康子ほか（応用編）�
�
指導者研修　ピアノ（応用編）�
F号館215教室　講師　浅井康子　ほか�
�
指導者研修　幼児音楽�
Ｃ号館401教室　講師　井本英子　清水晶子�
�
指導者研修　幼児音楽�
K号館　講師　井本英子　清水晶子　松村公彦�
�
指導者研修　幼児音楽�
Ｋ号館　講師　井本英子　清水晶子�
�
高校生のためのオペラ講座�
大阪音楽大学　講師　中村敬一　荒田祐子　田中由也　ほか�
�
高校生のためのオペラ講座�
OH　講師　中村敬一　荒田祐子　田中由也　ほか�
�
ガムラン・ワークショップ�
音楽博物館　講師　スダマニ民族音楽団　小林江美�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC大阪南港サンセットホール　出演　川下喬子　矢崎真理�
�
ミレニアムホール特別講座『時代と国境を越えるギター』�
MH　講師　日下部吉彦　演奏　藤井敬吾　今村隆之�
�
第４回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　平山善恵　永井正幸　横田知子�
�
指導者研修　打楽器�
Ｋ号館212教室　講師　北野徹�
�
オペラ物知り講座『プロデューサーの仕事』�
MH　講師　中村敬一　ゲスト　上原恵美�
�

卒業生による「若い芽のコンサート」�
MH　出演　生川真弓　辻合佑璃　田久保友妃　植田祐加里　ほか�
�
指導者研修　打楽器�
Ｋ号館212教室　講師　北野徹�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC大阪南港サンセットホール　出演　大島弥州夫　大西隆弘�
�
オープンキャンパス�
大阪音楽大学�
�
第５回ミレニアムピアノコンサート�
MH　出演　小川裕子　富樫三起子　木村直美�
�
指導者研修　打楽器�
Ｋ号館212教室　講師　北野徹�
�
第２６回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第一夜�
ＭＨ　出演　選抜学生�
�
第２６回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第二夜�
MH　出演　選抜学生�
�
第２６回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第三夜�
MH　出演　選抜学生�
�
大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」�
高槻市立生涯学習センター　講師　西垣俊朗�
�
第２６回ミレニアム・スチューデント・コンサート　第四夜�
MH　出演　選抜学生�
�
指導者研修　打楽器�
Ｋ号館212教室　講師　北野徹�
�
第７回ザ・ローレル・コンサート�
OH　出演　松本栄成　小林峻　福田容子　藤田紗織�
�
大阪音楽大学公開講座「音楽の宝石箱」�
高槻市立生涯学習センター　講師　小牧万須美�
�
２０世紀オペラプレトーク＆映画上映会�
MH　プレゼンター　中村敬一　大勝秀也　荒田祐子�

�
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Co l l ege　In forma t i on
2011年度オペラ�
オーディション�

◇オペラハウス公演のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけます。
http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４�

松本栄成� 小林　峻� 福田容子� 藤田紗織�

１０月２７日（水）１８時　入場料１０００円　全自由席�

２００９年度大阪音楽大学音楽学部最優秀賞受賞者演奏会�

第７回 ザ・ローレル・コンサート�

松田昌恵� 石橋栄実� 藤村匡人� 小餅谷哲男�

１１月１２日（金）１８時　１１月１４日（日）１４時　全指定席�
入場料　一般７０００円　シルバー６０００円　小･中･高校生３０００円�
＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。�

指揮  大勝秀也　演出  中村敬一　制作統括  荒田祐子�

第４６回オペラ公演　２０世紀オペラ・シリーズ�

第４０回　ミレニアムホール特別講座�
『時代と国境を越えるギター』�

９月１８日（土）　１４時　ミレニアムホール�
プロデュース・講師　日下部　吉彦�
演奏　ギター　藤井　敬吾　今村　隆之�
演奏曲　タレガ：アルハンブラ宮殿の思い出　ほか�
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�

オペラ物知り講座　第６期�
第３回　プロデューサーの仕事「びわ湖ホール前館長～上原恵美さん」�
１０月５日（火）１８時３０分　ミレニアムホール�
講師　中村敬一　　ゲスト　上原恵美（びわ湖ホール前館長）�
演奏　バリトン　西田昭広　ピアノ　佐藤明子�
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

卒業生による『若い芽のコンサート』�
１０月９日（土）１４時　入場料５００円　ミレニアムホール�
■ソプラノ  足立有美　ピアノ  中林美奈　■ピアノ  生川真弓 �
■サクソフォーン  堀田温義　ピアノ  竹内愛未 �
■フルート  辻合佑璃　ヴァイオリン  田久保友妃　ピアノ  植田祐加里 �
■ピアノ  相地愛子�

大阪音楽大学公開講座�
「音楽の宝石箱」～様々な輝きとの出会い�

１０月２２日（金）　講師　西垣俊朗　１０月２９日（金）　講師　小牧万須美�
１１月１２日（金）　講師　赤松二郎　１１月１９日（金）　講師　木村孝子�
１１月２６日（金）　講師　宇野友基子 關口康祐�
■時間　１４時～１５時３０分　■会場　高槻市生涯学習センター　多目的ホール�
■受講料　４０００円（全５回）　１回のみ１０００円�
〈申し込み・問い合わせ〉高槻市立生涯学習センター　1０７２-６７４-７７００�

作曲学科　最優秀賞　松本栄成�
　-Ｏｄ-　Vol.Ⅱ　pour ensemble、新作初演�

声楽学科　最優秀賞　テノール　小林　峻�
　G.ビゼー：交響的頌歌「ヴァスコ・ダ・ガマ」より　心を開いておくれ�
　F.シューベルト：小人　D.７７１（作品２２-１）�
　C.グノー：歌劇「ロミオとジュリエット」より　愛！愛だ！～ああ！昇れ太陽！�

他　　　　　　　　　　　ピアノ　下村沙織（大学院２年）�

器楽学科ピアノ専攻　最優秀賞　福田容子�
　F.シューベルト：ピアノ・ソナタ　第２０番　イ長調　D.９５９�

器楽学科管楽器専攻　最優秀賞　フルート　藤田紗織�
　C.サン=サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ　作品２８�
　P.タファネル：A.トマの「フランチェスカ・ダ・リミニ」による幻想曲�
　R.ムチンスキー：フルートとピアノのためのモーメンツ　作品４７�

ピアノ　三浦槙子（大学院２年）�

ミレニアムホールの催し�

「欲望という名の電車」（原語・英語上演　字幕付）�

原作：テネシー・ウィリアムズ�
作曲：アンドレ・プレヴィン�

「欲望という名の電車」の見どころ、聴きどころ�
１０月３０日（土）１４時　ミレニアムホール　入場無料�
プレゼンター：大勝秀也　中村敬一　荒田祐子�

〈キャスト〉�
ブランチ�
スタンリー�
ユーニス�
若い集金人�
医師�
パブロ�
　管弦楽�

�
松田昌恵�
藤村匡人�
野間直子�
諏訪部匡司�
木村孝夫�
池森庸�
ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�

�
ステラ�
ミッチ�
スティーヴ�
メキシコ女�
看護婦�

�
石橋栄実�
小餅谷哲男�
松岡重親�
西村　薫�
植田加奈子�

◆11年度サマー・オペラ「魔笛」�
　１１年度サマー・オペラ、モーツァルト「魔笛」（原語上
演）に出演するソリストのオーディションを行います。�
公演日：２０１１年７月８日（金）・１０日（日）�
指揮：大勝秀也　　演出：岩田達宗�
オーディション日程：２０１０年１１月２３日（火・祝）�
または１１月２２日（月）�

◆11年度20世紀オペラ「ねじの回転」�
　１１年度２０世紀オペラ、ブリテン「ねじの回転」（原語
上演）に出演するソリストのオーディションを行います。�
公演日：２０１１年１０月１４日（金）・１６日（日）�
指揮：十束尚宏　　演出：岩田達宗�
オーディション日程：２０１０年１０月１１日（月・祝）�
応募資格：本学卒業生、本学関係者�
　詳細は応募要項をご覧ください。ホームページから
ダウンロードしていただくか、オペラハウスまたはコンサ
ート・センターでお渡しいたします。郵送可。８０円（定型）
／１２０円（定形外）切手を貼り、住所・氏名を記入した
封筒をオペラハウスにお送りください。発送の都合上、２
つのオーディションに応募する場合は、封筒は２つご準
備ください。�
〈問い合わせ・送り先〉大阪音楽大学　ザ・カレッジ・オ
ペラハウス　オペラ・オーディション係�
〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８�
1０６-６３３４-２８２４（コンサート・センター内）�
FAX０６-６３３４-２１６４�
受付時間　９時～１７時（平日）　９時～１５時（土曜）�
なお８月は休館日もありますので、ご注意ください。�
ＵＲＬ：http://daion.ac.jp

オペラ・プレトーク�オペラ・プレトーク＆映画上映会 開催�
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社会人オペラ講座  ４２人晴れ舞台�

　
今
年
は
シ
ュ
ー
マ
ン
生
誕
２
０
０
年
、

「
シ
ュ
ー
マ
ン
歌
の
年
」
か
ら
１
７
０

年
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
２０
代
の
こ
ろ

は
「
子
供
の
情
景
」
な
ど
ピ
ア
ノ
曲
ば

か
り
書
い
て
い
た
彼
は
、
あ
る
日
を
境

に
歌
曲
に
没
頭
し
ま
す
。�

　
演
奏
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
シ
ュ
ー

マ
ン
は
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
の
娘
、
ク
ラ

ラ
と
再
会
し
ま
す
。
恋
の
炎
が
燃
え
上

が
り
、
彼
の
心
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も

「
ク
ラ
ラ
、
ク
ラ
ラ
」
。
シ
ュ
ー
マ
ン

は
義
父
の
強
い
反
対
を
押
し
切
っ
て
１

８
４
０
年
に
結
婚
し
ま
す
。
彼
が
３０
歳
、

ク
ラ
ラ
２１
歳
。
そ
の
年
は
「
シ
ュ
ー
マ

ン
歌
の
年
」
と
い
わ
れ
、
一
年
間
に
書

い
た
歌
曲
は
１
３
８
曲
に
上
り
ま
す
。�

 

「
ミ
ル
テ
の
花
」（
全
２６
曲
）
結
婚
前

夜
に
シ
ュ
ー
マ
ン
が
ク
ラ
ラ
に
贈
っ
た
曲
。�

 

「
女
の
愛
と
生
涯
」（
全
８
曲
）
幸
せ

の
絶
頂
、
そ
し
て
絶
望
。
シ
ュ
ー
マ
ン

の
作
品
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
要
素
が

い
つ
も
影
を
潜
め
て
い
ま
す
。�

 

「
詩
人
の
恋
」（
全
１６
曲
）
男
性
の
生

涯
を
歌
っ
た
曲
。
恋
と
失
恋
。
最
後
は

愛
も
歌
も
、
棺
に
入
れ
て
流
し

て
し
ま
い
た
い
、
と
歌
い
ま
す
。�

 

「
歌
の
年
」
が
終
わ
っ
た
後
の

シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
や
室
内
楽
曲
な
ど
器
楽
曲
の

方
向
に
向
か
い
ま
す
。
精
神
病

を
患
い
、
ラ
イ
ン
川
に
身
を
投

げ
自
殺
を
図
り
ま
す
。
病
気
は

治
ら
ず
、
１
８
５
６
年
に
４６
歳

で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
一
方
、

ク
ラ
ラ
は
長
生
き
し
、
８
人
の

子
ど
も
を
立
派
に
育
て
上
げ
ま
す
。

二
人
の
お
墓
は
ド
イ
ツ
の
ボ
ン

に
あ
り
、
今
も
一
緒
に
眠
っ
て

い
ま
す
。�

　
　
　
　
♪�

　
こ
の
日
は
丸
山
耕
路
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

で
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
加
藤
か
お
り
さ
ん
、

バ
リ
ト
ン
小
玉
晃
さ
ん
が｢

ミ
ル
テ
の

花｣

「
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス
」
な
ど
４

つ
の
連
作
歌
曲
集
か
ら
２２
曲
を
熱
唱
。

満
席
の
会
場
は
シ
ュ
ー
マ
ン
の
魅
力
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。�

　プロのオペラ歌手や演出家が指導する「一般社会人のた

めのオペラ講座」。６年目を迎えた今年はアリアコース18

人、アンサンブルコースに24人が受講、最終日の６月17日

にはザ･カレッジ･オペラハウスの舞台に立ち成果を披露し

ました。�

　講座は５月13日から６月17日まで計５回開かれ、声楽の

安藝榮子、福島慶子講師、演出家の中村敬一講師らが楽譜

の読み方、発語の仕方、演技の基礎などについて指導しま

した。曲目はアリアコースがＶ･ベッリーニ｢カプレーティ

家とモンテッキ家｣より｢ああ、幾たびか｣など、アンサン

ブルはＧ･ヴェルディ｢椿姫｣より「パリを離れて」など。�

　最終日のオペラハウスでは、加藤完二講師が指揮、中侑

子さん（院２）ら４人が助演を務めました。皆さんカラフ

ルな衣裳を身に付け、オペラの醍醐味を存分に味わってい

ました。�

�

ミレニアムホール特別講座�

「歌の年」恋の炎燃え138曲�

シューマン愛の歌曲集�
講師  日下部 吉彦�

オペラ物知り講座�

６月１２日　ミレニアムホール�
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オ
ペ
ラ
物
知
り
講
座
「
裏
方
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
の
２
回
目
は
「
音
響

デ
ザ
イ
ナ
ー
」
。
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
仕
事
を
す
る
音
の
魔
術
師･

小
野

隆
浩
さ
ん
の
登
場
で
す
。「
出
演
者
に
オ
レ
っ
て
天
才
、
と
思
わ
せ
る

こ
と
が
私
の
仕
事
」
と
い
う
小
野
さ
ん
は
こ
の
世
界
の
第
一
人
者
。
ゲ

ス
ト
の
清
原
邦
仁
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
西
尾
麻
貴
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
音
の
仕
組
み
、
客
席
に
よ

り
良
い
音
を
届
け
る
秘
密
に
迫
り
ま
す
。�

��

　
―
海
外
で
の
経
験
豊
か
な
小
野
さ
ん

は
国
内
で
の
音
響
の
草
分
け
。
９２
年
に

は
第
３
回
出
光
音
楽
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。
音
響
家
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。�

 

「
音
響
家
と
い
え
ば
、
マ
イ
ク
と
ス

ピ
ー
カ
ー
を
駆
使
し
て
音
を
ク
リ
エ
ー

ト
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
私
は
人
と

違
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
し
て
お

り
、
自
分
で
は
音
響
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い

う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
」�

　
小
野
さ
ん
は
こ
の
日
、
声
の
波
形
を

測
る
装
置
な
ど
、
い
ろ
ん
な
器
具
使
っ

て
話
を
進
め
ま
す
。�

　
《
実
験
１ 

聞
こ
え
る
音
の
違
い
》�

　
清
原
さ
ん
に
は
舞
台
を
移
動
し
な
が

ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
オ
ペ
ラ｢

フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚｣

の

バ
ジ
リ
オ
の
ア
リ

ア
を
歌
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
舞
台
の

隅
、
客
席
、
ピ
ア

ノ
の
下
に
も
ぐ
り

込
ん
で
。�

　
―
い
か
が
で
し

た
か
。
歌
う
場
所
に
よ
っ
て
音
が
違
い

ま
し
た
よ
ね
。
　
　�

 

「
反
響
板
が
な
い
オ
ペ
ラ
の
舞
台
で

は
す
べ
て
の
音
が
跳
ね
返
っ
て
く
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
の
ム
ラ
を
少

な
く
す
る
、
こ
れ
が
音
響
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
仕
事
で
す
」�

　
混
じ
り
気
の
な
い
音
の
こ
と
を
純
音

と
い
い
ま
す
。
音
叉
や
電
話
の
時
報
も

純
音
。
倍
音
の
成
分
だ
け
の
混
じ
り
気

の
な
い
音
で
す
。�

　｢

楽
器
は
純
音
に
い
ろ
ん
な
音
が
加

わ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
心
地
よ
く
感

じ
ま
す
。
オ
ー
ボ

エ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
比
べ
る
と
、

オ
ー
ボ
エ
の
方
が

雑
味
成
分
が
多�

く
、
音
と
し
て
き

れ
い
に
聞
こ
え
ま

す
。
歌
い
手
さ
ん

の
声
も
そ
う
で
、
倍
音
と
雑
味
の
成
分

が
音
色
に
な
り
、
声
の
魅
力
に
な
り
ま

す
」�

　
ち
な
み
に
演
奏
前
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

Ａ（
ラ
）の
音
の
周
波
数
は
４
４
０
Hz
。

世
界
中
、
国
や
人
種
に
関
係
な
く
赤
ち
ゃ

ん
が
最
初
に
出
す
オ
ギ
ャ
ー
の
声
も
４

４
０
Hz
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

  

《
実
験
２ 

清
原
さ
ん
の
声
を
分
析
》�

　
波
形
測
定
器
で
清
原
さ
ん
清
原
さ
ん

の
歌
を
分
析
し
ま
す
。
歌
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ナ
ン
バ
ー
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド･

ス
ト
ー
リ
ー
」
の
「
マ
リ
ア
」
。�

　
「
清
原
さ
ん
の
声
、
さ
す
が
で
す
ね
。

高
い
音
は
倍
音
や
雑
味
の
成
分
が
す
ご

く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
倍
音
の
成
分

が
多
い
と
、
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
な
声

が
遠
く
ま
で
届
く
ん
で
す
」�

《
実
験
３ 
舞
台
の
上
を
体
感
》�

　
客
席
と
舞
台
で
の
音
は
か
な
り
違
い

ま
す
。
歌
い
手
に
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え

て
い
る
の
か
、
舞
台
に
上
が
り
体
感
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
歌
は
プ
ッ
チ
ー
ニ

の
「
ト
ス
カ
」
か
ら
「
星
は
輝
き
ぬ
」
。�

 

「
舞
台
の
上
で
は
ピ
ア
ノ
の
音
が
聞

こ
え
づ
ら
い
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
悪
状

況
の
中
で
、
歌
い
手
さ
ん
に
い
か
に
し

て
『
オ
レ
っ
て
天
才
』
と
思
わ
せ
る
か
。

こ
れ
が
私
の
す
べ
て
で
す｣�

　
―
最
後
に
、
音
響
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と

っ
て
大
切
な
こ
と
と
は
何
で
す
か
。�

 

「
舞
台
の
上
は
幕
だ
ら
け
。
セ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
声
が
吸
わ
れ
、
ど
こ
か

に
行
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。
歌
い
手
の
声

を
マ
イ
ク
で
拾
っ
て
客
席
に
返
す
の
で

は
な
く
、
補
正
し
て
い
る
ん
で
す
。
演

奏
家
が
一
番
い
い
状
態
で
歌
え
る
よ
う

な
空
間
を
舞
台
上
に
作
り
、
客
席
に
声

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
届
く
よ
う
に
し
て
あ

げ
る
こ
と
で
す
。
歌
い
手
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
さ
せ
た
ら
私
た
ち
の
負
け
で
す
」�

ストレス感じさせたら負け�
現在、びわ湖ホール所属。主としてオペラ
やクラシックコンサート、劇場音響コンサル
タントなどを手がける。建築音響的手法と
電気音響の効果的使用による音響表現は、
劇場空間に自然な響きをつくり出し、その
芸術的表現力には定評がある。第３回出光
音楽賞、第２回日本音響家協会賞受賞。著書
に｢オペラと音響デザイナー｣（新評論）�
�

小野隆浩さんのプロフィル�

第６期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

小
野 

隆
浩
さ
ん�

音
響
デ
ザ
イ
ナ
ー
�

お話　中村敬一講師�
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�

ーマルな愛しか知らな
知り、相手を許す本
を描きたかった。合唱
ミカルに演じてもらい

　指揮・大勝秀也さん　僕はスコアから下手を
すると埋もれてしまうテーマや表現を見つけ出す
のが好きで、今回も活用しました。歌手の方々は
ベテランと若手が高め合い、抜群のチームワーク
でした。�

ンを演奏した山田聖華さん（院２）は、「指揮

者がウィーン国立音楽大学の方で、シュトラウ

スのワルツを演奏したとき、とてもこだわりを持

っている印象を受けました。外国の方と一緒

に演奏できる機会はめったにないので、楽し

かったし勉強になりました」と話していました。�

主催・写真提供　財団法人ロームミュージッ

クファンデーション　撮影　佐々木卓夫�

　「大阪音楽大学大学院演奏会２０１０」が７月８日、ザ･
カレッジ･オペラハウスで開かれました。出演はオーデ
ィションで選ばれた大学院生３人（いずれも２年）。小
田野宏之特任教授の指揮で、オペラハウス管弦楽
団と共演しました。�

　
サ
マ
ー
・
オ
ペ
ラ
「
恋
人
た
ち
の
学
校
」
が

７
月
２
日
、４
日
、ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
姉
妹
の
愛

の
堅
固
さ
を
、老
哲
学
者
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、

恋
人
が
変
装
し
て
試
す
ス
ト
ー
リ
ー
。
侍
女

は
恋
の
指
南
役
。キ
ャ
ス
ト
は
並
河
寿
美
、北

野
智
子
、小
餅
谷
哲
男
、晴
雅
彦
、木
村
孝

夫
、田
邉
織
恵
の
み
な
さ
ん
。�

　
舞
台
は
白
と
黒
の
壁
で
仕
切
ら
れ
た
盆

舞
台
。
場
面
ご
と
に
人
力
で
ゆ
っ
く
り
と
回

さ
れ
、隠
れ
た
ア
ン
グ
ル
の
芝
居
も
見
せ
な
が

　
Ｒ･

シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏

曲 

イ
短
調 

作
品
５４
」
を
演
奏
し
た
三

浦
槙
子
さ
ん 

「
自
分
な
り
に
物
語
を
つ

く
り
、
心
の
叫
び
、
愛
の
語
ら
い
を
表

現
し
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
掛

け
合
い
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
随

分
苦
し
み
ま
し
た
が
、
本
番
は『
や
っ

た
ー
』っ
て
感
じ
。
楽
し
く
歌
え
ま
し
た
」�

　
Ａ･

Ｋ･

グ
ラ
ズ
ノ
フ
の
「
ア
ル
ト･

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
協
奏
曲 

変
ホ
長
調
」

を
演
奏
し
た
山
下
真
里
子
さ
ん 

「
パ

リ
に
亡
命
し
た
グ
ラ
ズ
ノ
フ
最
晩
年
の

作
品
。
重
過
ぎ
ず
、
さ
ら
っ
と
歌
う
と

こ
ろ
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
ロ
シ
ア
の

重
々
し
さ
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
よ
う
な

鮮
や
か
な
色
彩
感
を
表
現
し
ま
し
た
」�

　
Ｇ･

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」

の
ア
リ
ア
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
な
ど

３
曲
を
歌
っ
た
ソ
プ
ラ
ノ
中
侑
子
さ
ん

「
本
番
で
初
め
て
オ
ケ
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
壮
絶
な
人
生
を
送

っ
た
３
人
の
女
性
の
思
い
を
力
の
限
り

表
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
心
置
き
な
く

フ
ラ
ン
ス
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
」�

の学校�
ツァルト・シリーズ�

フェスティバル2010

ペラハウス合唱団�
ペラハウス管弦楽団�
西　聡美�
塚　憲一�

小粋でエレガント�

大阪音楽大学大学院演奏会２０１０�
第１８回Masters，Concert

気持ちよく歌えました�
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　ドラベッラ役でオペラハウスデビューした北野
智子さん　卒業以来オペラハウスの舞台に立つ
のが夢でした。粟國さんにイタリア語の細かいニ
ュアンスまで指導していただき納得して演じられ
ました。�

　演出・粟國淳さん　フォー
かった姉妹が情熱的な恋を
当の愛に目覚めるプロセスを
団には男女の現実の姿をコ
ました。�

　古都・京都に世界の音楽学校から選ばれ

た学生たちが集い、演奏を通じて交流する京

都・国際音楽学生フェスティバル２０１０が、５月

２２日から２６日まで府民ホール・アルティで開か

れました。今年はパリ国立高等音楽院、ウィー

ン国立音楽大学など名門２１校が参加。本学

からは６人の院生、専攻科生、４年生がフィナ

ーレのオーケストラに参加しました。ヴァイオリ

　
大
阪
音
楽
大
学
の
吹
奏
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
６
月
１３

日
に
催
さ
れ
、雨
の
中
、１９
校
の
中
学
生
５
５
５
人（
指
導

教
員
ら
２２
人
）、１３
校
の
高
校
生
４
３
６
人（
同
１３
人
）が
参

加
。
生
徒
ら
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
な
ど
各
パ

ー
ト
に
分
か
れ
、教
室
で
受
講
。こ
の
間
、指
導
教
員
ら
は

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
丸
谷
明
夫
特
任
教
授
の
講
演
「
魅
力
あ
る

バ
ン
ド
活
動
」
を
聞
き
ま
し
た
。�

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
午
前
が
中
学
生
、午
後
は
高
校
生
で
、

指
導
に
あ
た
っ
た
教
員
は
３６
人
。Ｂ
号
館
１
０
２
教
室
で
は

赤
松
二
郎
教
授（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）が
初
心
者
ク
ラ
ス
を
担

当
。「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
は
１
７
０
年
く
ら
い
前
に
発
明
さ
れ

た
楽
器
で
す
。
木
管
楽
器
と
金
管
楽
器
の
中
間
の
橋
渡
し

が
で
き
ま
す
」
な
ど
と
話
し
実
技
指
導
し
て
い
ま
し
た
。�

　
西
宮
市
か
ら
来
た
中
学
２
年
の
女
生
徒（
ア
ル
ト
・
サ
ッ

ク
ス
）は
「
き
れ
い
な
音
を
出
す
た
め
に
音
の
強
弱
な
ど
の

指
導
を
受
け
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

ら
、庭
園
や
姉
妹
の
部
屋
に
早
変
わ
り
。モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
均
整
の
と
れ
た
音
楽
さ
な
が
ら
、

シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
人
物
の
動
き
が
優
雅
で

す
。フ
ィ
オ
ル
デ
ィ
リ
ー
ジ（
並
河
）の
豊
麗
な

声
と
、ド
ラ
ベ
ッ
ラ（
北
野
）の
清
々
し
い
声
の

二
重
唱
を
は
じ
め
、フ
ィ
ナ
ー
レ
の
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
六
重
唱
は
圧
倒
的
。
管
弦
楽
は

緩
急
の
落
差
や
巧
み
な
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、登
場
人
物
の
心
の
と
き
め
き
や
ざ

わ
め
き
を
映
し
出
し
、小
粋
で
エ
レ
ガ
ン
ト

な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聴
か
せ
ま
し
た
。�

豊麗と清々しさ�

恋人たちの
サマーオペラ　モーツ

吹奏楽ワークショップ�

京都・国際音楽学生フ

中
・
高
校
生
９９０
人
参
加�

指　揮　大勝　秀也�
演　出　粟國　淳�
合　唱　ザ・カレッジ・オペ
管弦楽　ザ・カレッジ・オペ
通奏低音　チェンバロ　西
　　　　　チェロ　上塚
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世
界
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム･
テ
ュ
ー
バ

協
会
主
催
の
国
際
大
会
が
５
月
２３
日
か

ら
２９
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
大

学
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
テ

ュ
ー
バ
奏
者
の
中
村
一
廣
講
師
や
学
生
、

卒
業
生
ら
１８
人
が
ゲ
ス
ト･

ア
ー
チ
ス

ト
と
し
て
参
加
、
各
国
の
ソ
リ
ス
ト
や

大
学
教
授
の
前
で
演
奏
し
、
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。�

　
こ
の
協
会
は
国
の
垣
根
を
越
え
て
楽

器
改
良
、
教
授
法
、
奏
者
の
技
術
向
上

な
ど
を
目
指
し
て
７３
年
に
設
立
、
そ
の

後
は
２
年
に
一
度
大
会
を
開
き
、
９０
年

に
は
札
幌
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
中
は
有
名
ソ
リ
ス
ト
に
よ
る
公

開
レ
ッ
ス
ン
や
大
学
教
授
の
講
義
、
リ

サ
イ
タ
ル
な
ど
が
あ
り
、
今
年
は
１５
カ

国
か
ら
６
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。�

　
リ
サ
イ
タ
ル
に
は
世
界
の
１６
大
学
が

参
加
。
日
本
の
曲
を
紹
介
す
る
た
め
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
招
待
さ
れ
た
中
村
講
師

は
井
潤
昌
樹
さ
ん
の
委
嘱
作
品
「
詩
曲

Ⅲ 

飛
べ
な
い
」（
世
界
初
演
）
な
ど
４

曲
を
演
奏
。
飯
田
裕
貴
さ
ん
（
院
１･

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
）
、
東
豊
章
さ
ん
（
大

４･

テ
ュ
ー
バ
）
ら
１７
人
で
編
成
し
た

大
阪
音
楽
大
学
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
田
中

裕
一
さ
ん
（
０４
年
大
卒･

テ
ュ
ー
バ
）

を
ソ
リ
ス
ト
に
「
ル
ー
マ
ニ
ア
舞
曲
第

２
番
」
な
ど
５
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
「
演
奏
後
、
君
た
ち
の
演
奏
が
一
番

よ
か
っ
た
。
あ
の
曲
は
ど
こ
で
手
に
入

る
の
か
教
え
て
欲
し
い
」
と
聞
か
れ
た

中
村
講
師
。
「
最
高
の
褒
め
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
流
の
演
奏
者
と
も

交
流
が
で
き
、
指
導
法
な
ど
で
新
し
い

発
見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
。
プ

ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奏
者
を
目
指
す
東

さ
ん
は
「
偉
大
な
奏
者
の
音
や
話
を
聴

く
こ
と
で
、
世
界
レ
ベ
ル
を
体
感
し
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生

か
し
て
い
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」
。�

　
米
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
立
大
学
の
大
学

院
博
士
課
程
で
合
唱
指
揮
の
勉
強
を
す

る
本
学
卒
業
生
の
岸
本
正
史
さ

ん
（
０２
年
院
修
・
声
楽
）
が
７

月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
さ
れ

る
「
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
合
唱
団
」

の
ゲ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。�

　
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
合
唱
団
は
、
新
潟
県

が
主
催
す
る
ア
ジ
ア
文
化
祭
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
９８
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
０４
年
の
新
潟
県
中
越

地
震
以
降
は
自
主
運
営
に
変
わ
り
０７
年

と
０９
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
今
年
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
声
楽
家
を
目
指
し
て
い
た
岸
本
さ
ん

に
な
ぜ
、
白
羽
の
矢
が
―
。
本
学
大
学

院
修
了
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
留
学
し

リ
ー
ト
・
オ
ラ
ト
リ
オ
を
学
ん
で
い
た

岸
本
さ
ん
は
、
こ
の
時
あ
る
教
授
と
の

出
会
い
が
き
っ
か
け
で
指
揮
者
と
し
て

の
道
を
選
び
ま
す
。
米
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
大
学
大
学
院
に
進
み
合
唱
指
揮
の

学
位
を
取
得
。
現
在
は
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ

州
立
大
学
の
大
学
院
博
士
課
程
で
研
鑚

を
積
み
な
が
ら
合
唱
と
声
楽
の
授
業
を

持
っ
て
い
ま
す
。�

　
同
合
唱
団
の
生
み
の
親
、
東
京
混
声

合
唱
団
常
任
指
揮
者
の
松
原
千
振
氏
は

「
彼
は
合
唱
指
揮
を
学
問
と
し
て
位
置

付
け
る
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
経
験
と
実
績
が
評
価
さ
れ
た
ん
で

し
ょ
う
。
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
。�

　
今
年
の
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
に
は
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
ア
ジ
ア
６
カ
国

の
１８
歳
か
ら
２８
歳
ま
で
の
４０
人
が
参
加
。

７
月
２１
日
か
ら
３１
日
ま
で
ボ
ホ
ー
ル
島

や
セ
ブ
島
で
合
宿
を
し
な
が
ら
演
奏
旅

行
を
し
ま
す
。
岸
本
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
音
楽
や
文
化
、
言
語
を
体
験

で
き
る
す
ば
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
。
い
ろ

ん
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」。

声
楽
か
ら
合
唱
指
揮
へ
。
可
能
性
は
ま

だ
ま
だ
膨
ら
み
ま
す
。�

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
詳
細
は
次
号
に
掲

載
し
ま
す
）�

第３日　６月１６日� 第１日　６月９日�

第２日　６月１１日�第４日　６月１８日�

第５日　６月２３日�

第６日　６月２５日�

写真上はゲスト・アー
チストとして演奏する
中村講師。下は主催
者のKelly Thomas
氏と談笑�

“古今東西音楽考”�“古今東西音楽考”�（その２５）�（その２５）�

テューバ国際大会�アジアユース合唱団�

中
村
講
師
ら
ゲ
ス
ト
出
演�

指揮者に抜擢�

ノースダコタ州立大学で�

「すばらしい演奏」と賞賛�

世界のソリストたちの前で演奏�

岸
本
正
史
さ
ん�
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意外と知られていない�
　　　   吹奏楽の世界�

高　昌帥�

　
吹
奏
楽
の
ル
ー
ツ
は
ト
ル
コ
の
軍
楽

隊
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
祝
典
の
野
外
音

楽
と
し
て
好
ま
れ
、
米
国
で
は
市
民
に

よ
る
バ
ン
ド
・
ブ
ー
ム
が
興
り
ま
し
た
。

一
方
日
本
の
吹
奏
楽
人
口
は
約
１
０
０

万
人
。
学
校
で
も
吹
奏
楽
部
の
活
動
が

盛
ん
で
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
演
奏

レ
ベ
ル
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
曲
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
若

手
作
曲
家
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。

吹
奏
楽
は
今
や
新
し
い
音
楽
を
生
み
出

す
可
能
性
を
秘
め
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。�

やっぱり、ショパン！�

油井　美加子�

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
移
り
住
ん
だ
フ
ラ
ン

ス
人
の
父
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
母
を
持

つ
シ
ョ
パ
ン
は
今
年
が
生
誕
２
０
０
年
。

し
か
し
、
誕
生
日
は
１
８
０
９
年
３
月

１
日
、
翌
１０
年
３
月
１
日
、
同
２
月
２２

日
の
３
説
が
あ
り
ま
す
。�

　
１４
歳
で
音
楽
家
と
し
て
自
覚
し
ま
す

が
、
多
才
で
漫
画
を
描
く
の
も
得
意
。

ま
た
、
思
想
家
で
も
あ
り
「
最
高
の
先

生
は
自
分
の
耳
。
自
分
の
耳
が
許
す
音

楽
だ
け
が
音
楽
で
あ
る
」
と
言
う
ほ
ど

自
信
家
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
お
な
じ
み

の
曲
を
演
奏
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。�

シューマンの�
　　　　隠れた名曲�

西村　理�

　
シ
ュ
ー
マ
ン
は
１０
代
の
時
か
ら
ゲ
ー

テ
の
教
養
小
説
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ

イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
」
に
親
し
ん
で

い
ま
し
た
。
彼
は
、
何
度
も
こ
の
小
説

を
読
み
直
し
、
ゲ
ー
テ
生
誕
１
０
０
年

の
１
８
４
９
年
に
「
ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
』
に
よ
る
歌

曲
集
」
を
作
曲
し
ま
す
。
解
説
の
後
、

中
村
展
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
松
田
昌
恵

准
教
授
、
小
玉
晃
講
師
が
０９
年
に
出
版

さ
れ
た
新
全
集
の
楽
譜
を
使
っ
て
「
隠

れ
た
名
曲
」
を
全
曲
演
奏
し
ま
し
た
。�

モーツァルトの�
　　　　　  オペラ�

晴　雅彦�

　
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
よ
り
『
お
い
ら
は

鳥
刺
し
』
な
ど
を
演
奏
員
の
矢
崎
真
理

さ
ん
の
伴
奏
で
披
露
。
代
表
作
「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」
を
取
り
上
げ
、
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
説
明
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
オ
ペ
ラ
が
作
ら
れ
た
約
２
５
０

年
前
は
王
侯
貴
族
が
絶
対
的
な
権
力
を

持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に
庶

民
の
フ
ィ
ガ
ロ
や
ス
ザ
ン
ヌ
に
負
け
て

し
ま
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
こ
の
時
代

に
何
を
世
の
中
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
、
考
え
さ
せ
る
作
品
で
す
。�

打楽器の魅力�

葛西　友子�

　
か
ら
り
と
明
る
く
軽
快
な
サ
ン
バ
「
テ

ィ
コ
テ
ィ
コ
」
。
マ
リ
ン
バ
の
ト
レ
モ

ロ
が
夢
見
る
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
「
小

さ
な
祈
り
」
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
大
地

の
パ
ワ
ー
を
伝
え
る
「
ト
リ
オ
パ
ー
ウ

ノ
」
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
コ
ミ
カ
ル

な
「
熊
蜂
の
飛
行
」
。
舞
台
に
並
ぶ
ビ

ブ
ラ
フ
ォ
ン
、
ジ
ャ
ン
ベ
な
ど
数
々
の

打
楽
器
を
紹
介
し
な
が
ら
、
葛
西
講
師

と
吉
川
朋
子
さ
ん
、
瀧
住
ま
ど
か
さ
ん
、

山
縣
雅
志
さ
ん
が
楽
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
繰
り
広
げ
、
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
や
ホ

ー
ス
ま
で
打
楽
器
に
変
身
さ
せ
ま
し
た
。�

イタリアからの�
　　　　新しい風�

本岡　浩子�

 

独
特
の
音
色
を
奏
で
る
鍵
盤
楽
器
チ

ェ
ン
バ
ロ
は
バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
発
祥
の

地
イ
タ
リ
ア
で
隆
盛
を
極
め
、
や
が
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
新
し
い
風
を
吹
き

込
み
ま
す
。�

 

本
岡
教
授
は
２５
年
前
に
学
生
た
ち
と

作
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
を

会
場
に
セ
ッ
ト
。
嵯
峨
山
庸
子
講
師
の

バ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
加
わ
り
、

イ
タ
リ
ア
初
期
バ
ロ
ッ
ク
の
力
強
い
響

き
、
そ
れ
に
魅
せ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
や

ド
イ
ツ
の
音
楽
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

第３日　６月第３日　６月１６日� 第１日　６月９日第１日　６月９日�第１日　６月９日�第３日　６月１６日�

第２日　６月第２日　６月１１日�第２日　６月１１日�第４日　６月第４日　６月１８日�第４日　６月１８日�

第５日　６月第５日　６月２３日�第５日　６月２３日�

第６日　６月第６日　６月２５日�第６日　６月２５日�

主催　　大阪音楽大学�
共催　大阪府�“古今東西音楽考古今東西音楽考”�“古今東西音楽考古今東西音楽考”�“古今東西音楽考”�（その２５）�（その２５）�（その２５）�

学校�
法人�
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磁石のように心から引きつけられたと�
報じられた石橋栄実助教�

　
オ
ペ
ラ
歌
手
の
石
橋
栄
実
助
教
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
が
中
国
・
上
海
万
博
で
、
演

奏
し
た
日
本
華
楽
団
（
　
林
芸
術
総
監

督
・
指
揮
）
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
、

現
地
の
有
力
紙
か
ら
「
彼
女
の
歌
唱
は

ま
る
で
磁
石
の
よ
う
に
観
客
の
心
を
ひ

き
つ
け
た
」
と
絶
賛
さ
れ
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
本
華
楽
団
は
上
海
出
身
の
　
林
氏

が
「
日
中
音
楽
交
流
」「
新
し
い
東
洋

音
楽
の
創
造
」
を
理
念
に
９７
年
に
中
国

伝
統
楽
器
を
用
い
た
日
本
人
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
華
夏
」
を
創

立
。
さ
ら
に
０１
年
、
プ
ロ
を
め
ざ
す
「
日

本
華
楽
団
」
と
し
て
発
足
さ
せ
た
も
の

で
、
現
在
の
団
員
数
は
約
８０
人
。�

　
日
本
華
楽
団
は
上
海
万
博
で
演
奏
を

依
頼
さ
れ
、
団
員
５４
人
と
石
橋
助
教
、

そ
れ
に
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
合
唱
団
登
録
正
団
員
の
テ
ノ
ー
ル
歌

手
、
松
本
薫
平
さ
ん
ら
が
参
加
。
こ
の

ほ
か
、
指
揮
者
の
西
本
智
実
さ
ん
（
９４

年
大
卒
・
作
曲
）
の
母
親
ひ
ろ
み
さ
ん

が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、
角
地
直

子
さ
ん
（
９２
年
大
卒
・
声
楽
）
が
講
師

を
務
め
る
合
唱
団
「
大
正
フ
ロ
イ
デ
」

（
大
阪
市
大
正
区
）
の
４０
人
を
加
え
総

勢
９６
人
が
上
海
万
博
開
幕
直
後
の
５
月

３
日
か
ら
６
日
ま
で
訪
中
し
ま
し
た
。�

　
演
奏
会
は
４
日
と
５
日
に
ア
ジ
ア
広

場
と
世
博
中
心
大
会
堂
で
開
催
さ
れ
、

石
橋
助
教
は
「
我
愛
　
中
国
」
を
中
国

語
で
歌
い
ま
し
た
。
地
元
の
「
文
匯
報
」

は
石
橋
助
教
に
つ
い
て
「
彼
女
は
ベ
ル
・

カ
ン
ト
唱
法
で
中
国
民
族
楽
器
の
楽
団

と
見
事
に
歌
っ
た
。
透
明
感
あ
る
、
甘

く
て
美
し
い
声
、
そ
し
て
非
常
に
き
れ

い
な
中
国
語
。
発
声
と
発
音
が
す
ば
ら

し
く
、
そ
の
瞬
間
、
観
客
は
驚
き
、
そ

し
て
感
動
し
た
」（
５
月
６
日
付
）�

　
ま
た
、
解
放
日
報
は
「
２
人
の
日
本

か
ら
の
声
楽
家
（
石
橋
助
教
と
松
本
さ

ん
）
は
発
音
を
一
字
一
句
丁
寧
に
、
真

面
目
に
訓
練
し
た
。
ま
た
、
中
国
語
の

先
生
に
よ
る
発
音
の
録
音
を
聞
き
な
が

ら
、
毎
日
練
習
に
励
ん
だ
。
そ
れ
が
今

日
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。
最
初
の
一

声
で
ま
る
で
雷
の
よ
う
な
拍
手
が
お
こ

っ
た
」
と
報
じ
て
い
ま
す
（
同
日
付
）。�

　
石
橋
助
教
は
「
『
我
愛
　
中
国
』
は
中

国
で
は
有
名
な
曲
で
、
前
奏
が
鳴
る
だ

け
で
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。
初

挑
戦
の
中
国
語
に
は
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
お
客
様
の
拍
手
に
楽
し
く
歌
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
指
導
い
た

だ
い
た
バ
ス
歌
手
の
周
江
平
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
「
大
正
フ
ロ
イ
デ
」
も
４
日
と
５
日

に
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
西
本
ひ
ろ

み
さ
ん
の
指
揮
で
「
白
帝
城
」
な
ど
５

曲
を
演
奏
。
角
地
さ
ん
が
着
物
姿
で
「
我

愛
　
中
国
」
＝
ピ
ア
ノ
・
末
吉
淳
子
さ

ん
（
９４�
年
大
卒
）
＝
を
披
露
し
ま
し
た
。

西
本
さ
ん
は
「
中
国
語
で
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
が
、
本
当
に
友
好
的
で
、
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
人
た
ち
が
会

場
に
詰
め
掛
け
、
熱
心
に
聴
い
て
く
れ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
豊
中
市
教
育
委
員
会
は
５
月
１９
日
、

教
育
委
員
長
を
選
出
す
る
た
め
の
委
員

会
を
開
き
、
本
学
教
授
の
本
田
耕
一
教

育
委
員
を
教
育
委
員
長
に
選
び
ま
し
た
。�

　
本
田
教
授
は
０６
年
１２
月
か
ら
教
育
委

員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
長

は
委
員
５
人
に
よ
る
互
選
で
、
教
育
委

員
長
の
任
期
は
５
月
２７
日
か
ら
来
年
５

月
２６
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。�

　
本
田
教
授
の
話
　
浅
利

豊
中
市
長
が
掲
げ
る
都
市

像
の
第
一
番
目
は
「
教
育

文
化
都
市
と
よ
な
か
の
創

造
」
。
国
際
教
育
の
推
進
、
中
学
校
少

人
数
学
級
事
業
、
文
化
芸
術
振
興
基
本

方
針
の
推
進
な
ど
と
と
も
に
、
本
学
と

の
連
携
事
業
「
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
」

に
よ
る
「
音
楽
が
溢
れ
る
学
校
・
園
づ

く
り
」
も
重
要
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
諸
事

業
の
実
現
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。�

�

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
人
事�

　
理
事
　
中
野
寛
成
、
北
野
徹
（
い
ず

れ
も
６
月
３０
日
付
）
▽
（
退
任
）
日
下

部
吉
彦
、
安
則
雄
馬�

　
客
員
教
授
　
日
下
部
吉
彦
、
白
井
光

子
（
い
ず
れ
も
７
月
１
日
付
）�

人気の高かった指揮者体験コーナー�

日
本
華
楽
団
と
上
海
万
博
に
招
か
れ�
石
橋
栄
実
さ
ん
中
国
語
で
熱
唱�

西
本
智
実
さ
ん
の�

母
ひ
ろ
み
さ
ん
も�
合
唱
団
を
指
揮�

本
学
の
本
田
耕
一
教
授�

豊
中
市
教
育
委
員
長
に�

コ
ン�

リ
ン�
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　ニューヨークを拠点に演奏活動する魅惑のマリンバ、ビブラ

フォン奏者、三村未佳さん（０３年院修）が待望のファーストアル

バム｢Precious｣をリリースしました。�

　本学在学中にジャズ･ピアニスト小曽根真の音楽に出会った

三村さん。卒業後はアメリカに渡り、小曽根が卒業したボストン

のバークリー音楽大学でジャズを勉強、０８年にはニューヨーク

に拠点を移し、演奏、作曲、編曲などの活動を精力的にこなして

います。�

　「私が作曲するときは、ほとんど誰かに宛てて曲を書きます」

という三村さん。アルバムには、ＣＤ作成に全面協力した森川寛

史さん（０１年大卒･作曲）に感謝の気持ちを込めて書いた

｢Precious｣、従姉妹の娘さんへの子守歌「Hitomi」などオリジ

ナル７曲が収められています。�

　マリンバ奏者、松本真理子さんは「澄み切った音色と行き届

いた音遣いに三村さんの優しさが出ています。日本人の心と、

外国人の心がうまくコラボし、これまで聴いたことのないような『ミ

カ･サウンド』の世界を作り出しています」。�

　ＣＤは２０００円。申し込みは三村さんのホームページ�

　http://mikamimura.comへ。�

　ベーシスト・権上康志さん（０６年短卒･コントラバス）率いるジ

ャズ･バンド「GINGERBREAD BOYS」が、グループ名と同じタ

イトルのファースト・アルバムをリリースしました。�

　「GINGERBREAD BOYS」は０９年２月に関西の若手ミュー

ジシャン５人で結成されたグループ。現在はライヴハウスやフェス

ティバルなどを中心に活動しており、ハードパップを基調に、現代

的なエッセンスを加えたサウンドは高い評価を得ています。�

　収録８曲。うち７曲はオリジナルで、幻想的なイントロで始まる

ジャズワルツ｢He
,
s Still A Boy｣、正統派ハードバップナンバー

｢Jungle Boat｣、権上さんが故郷山口をイメージして作ったバラ

ード「I Was Here Before」などが収められています。�

　８月から１０月にかけて大阪、福岡、名古屋、東京などでＣＤ発

売記念ライヴが予定されています。�

　ＣＤの発売元はJAZZ LAB RECORDS。２０００円。�

申し込み、ライヴの問い合わせは　tricrotism@hotmail.co.jp

へ。�

　
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
が
、
文
化
庁
が
実
施
す
る
「
子

ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験

事
業
」
に
今
年
か
ら
参
加
。
９
月
に
開

か
れ
る
本
公
演
に
先
立
ち
、
７
月
１２
日

に
愛
媛
県
の
今
治
市
立
今
治
小
学
校
、

１３
日
に
香
川
県
の
丸
亀
市
立
富
熊
小
学

校
を
訪
れ
、
四
国
の
子
ど
も
た
ち
に
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。�

　
「
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸

術
体
験
事
業
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
舞

台
芸
術
の
鑑
賞
や
実
演
指
導
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
共
演
に
参
加
し
、
本
物
の

舞
台
芸
術
に
身
近
に
ふ
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
芸
術

を
愛
す
る
心

を
育
て
、
豊

か
な
情
操
を

養
う
こ
と
を

目
的
に
し
て

い
ま
す
。
各

団
体
が
全
国

の
小
・
中
学

校
を
訪
れ
て

巡
回
公
演
を
行
い
ま
す
が
、
公
演
の
２

カ
月
ほ
ど
前
に
会
場
と
な
る
学
校
を
訪

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
は
、
７
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て

四
国
一
円
と
兵
庫
県
の
小
・
中
学
校
で

全
１８
公
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。
共
演
演
目
は
「
お
も
ち
ゃ
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）、「
星

条
旗
よ
永
遠
な
れ
」（
吹
奏
楽
）、「
ビ

リ
ー
ヴ
」（
合
唱
）
の
３
種
類
を
用
意

し
ま
し
た
。
ど
の
曲
で
共
演
す
る
か
は
、

公
演
先
の
学
校
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

合
唱
曲
に
は
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
も
参
加
し
ま
す
。�

　
「
ビ
リ
ー
ヴ
」
を
選
ん
だ
両
小
学
校

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
管
弦

楽
団
の
メ
ン
バ
ー
が
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
つ
い
て
の
お
話
や
楽
器
の
紹

介
を
行
い
、
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

子
ど
も
た
ち
に
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・

マ
ー
チ
」
を
振
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

続
い
て
合
唱
団
の
メ
ン
バ
ー
が
共
演
す

る
合
唱
曲
を
指
導
し
ま
し
た
。�

人気人気の高かった指揮者体験指揮者体験コーナー�人気の高かった指揮者体験コーナー�

�「Precious」�
三村未佳さん�

（０３年院修）�

�
�

「GINGERBREAD BOYS」�
権上 康志さん�

（06年短卒･コントラバス）�

オペ管　四国の小学校へ�

子
ど
も
体
験
事
業
ス
タ
ー
ト�
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
夏
休
み
に
入
り
、
高

校
３
年
生
の

方
は
入
試
の

準
備
に
余
念

が
な
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

暑
さ
に
負
け

ず
に
希
望
の

進
路
に
向
か

い
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
勉
強
は

つ
ら
く
、
苦
し
い
で
す
が
、
悩
ん
で
い

る
の
は
あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
歩
、
上
を
め
ざ
し
て
来
年
晴
れ

や
か
な
春
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
あ
き

ら
め
ず
に
勉
強
、
練
習
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
。�

��

　
１０
月
１１
日
（
月
）
に
今
年
度
２
回
目

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
体
育
の
日
で
す
が
本
学
で

は
平
常
授
業
を
行
い
ま
す
。
演
習
や
講

義
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
見
学
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段

の
ま
ま
の
音
大
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く

絶
好
の
機
会
で
す
。
個
性
豊
か
な
先
生

や
、
真
剣
に
学
ぶ
学
生
の
姿
を
と
お
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。�

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
、
０９
年
度
大
学

卒
業
生
で
「
最
優
秀
賞
」
受
賞
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

施
設
見
学
や
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

��

　
１１
年
度
大
阪
音
楽
大
学
短
期
大
学
部

公
募
推
薦
入
学
試
験
に
お
け
る
「
専
門

実
技
認
定
制
度
（
専
門
実
技
免
除
）」

に
基
づ
き
短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。�

実

施

日
　
９
月
１９
日
（
日
）�

申
込
期
間
　
９
月
３
日
（
金
）
〜
９
月

６
日
（
月
）
郵
送
必
着�

　
　
　
　
　
９
月
７
日
（
火
）
９
時
〜

１５
時
　
窓
口
持
参
の
み�

受
験
資
格
　
高
校
３
年
生
以
上
、�

　
　
　
　
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
（
見
込
）
者�

　
　
　
　
　
（
社
会
人
を
含
む
）�

��

　
今
年
度
各
地
で
開
催
し
て
い
る
体
験

レ
ッ
ス
ン
＆
学
校
説
明
「T

his 
is 

大

阪
音
楽
大
学
」
を
、
９
月
２３
日
（
木
）

に
イ
ケ
ダ
光
音
堂
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

で
開
催
し
ま
す
。
本
学
教
員
に
よ
る
実

技
レ
ッ
ス
ン
（
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
電
子

オ
ル
ガ
ン
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
、
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
）
と
、
学
校
説
明
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
音
楽
大
学

を
め
ざ
す
中
学
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
方
法
等
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
戦
後
、
様
々
な
実

験
音
楽
が
出
現
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア

の
作
曲
家
Ｌ
・
ベ
リ
オ
（
１
９
２
５
ー

２
０
０
３
年
）
は
人
間
の
色
々
な
声
を

組
み
合
わ
せ
て｢

セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
第

３
番｣

（
１
９
６
６
年
）
を
発
表
し
ま

す
。
笑
い
声
、
た
め
息
や
舌
打
ち
な
ど
、

声
の
高
さ
を
整
え
て
歌
う
従
来
の
ベ
ル

カ
ン
ト
唱
法
を
大
胆
に
踏
み
越
え
る
多

彩
な
「
声
」
に

溢
れ
る
作
品
で

す
。�

　
ド
イ
ツ
の
作

曲
家
Ｋ
・
シ
ュ

ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ

ン
（
１
９
２
８

ー
２
０
０
７
年
）

の
「
少
年
の
歌
」

（
１
９
５
５
／

５
６
年
）
は
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ー
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
電
気
的
に
合

成
し
た
音
（
電
子
音
）
と
子
ど
も
の
声

を
、
録
音
・
合
成
し
て
い
ま
す
。
磁
気

録
音
テ
ー
プ
の
編
集
と
い
う
当
時
の
最

新
技
術
を
使
っ
た
未
来
型
の
音
楽
。
現

在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
音
楽
編
集
の

先
駆
け
で
す
。�

　
実
験
音
楽
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
役
目

を
果
た
し
た
の
が
、
１
９
４
６
年
、
占

領
軍
の
肝
い
り
で
ド
イ
ツ
に
開
設
さ
れ

た
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
音
楽
研
究
所
で

し
た
。
各
国
の
若
い
作
曲
家
が
集
ま
る

講
習
会
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。�

　
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
、
当

時
は
、
音
楽
の
分
野
で
も
ナ
チ
ス
へ
の

反
省
が
急
務
で
し
た
。�

　
ヒ
ト
ラ
ー
は
２０
世
紀
の
新
し
い
音
楽

を
ド
イ
ツ
国
民
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

退
廃
と
見
な
し
て
、
弾
圧
し
ま
し
た
。

ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
や
り
玉
に
上
げ
ら
れ

た
ひ
と
り
は
Ｐ
・
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
（
１

８
９
５
―
１
９
６
３
年
）。
世
の
中
の

出
来
事
を
音
楽
に
し
よ
う
と
し
た
人
で

す
。
室
内
音
楽
第
１
番
の
第
４
楽
章
「
１

９
２
１
年
」
で
は
街
の
喧
騒
、
サ
イ
レ

ン
の
音
が
登
場
し
ま
す
。
勇
ま
し
い
音

楽
で
観
客
を
鼓
舞
す
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
な
ど
を
健
全
と

す
る
ナ
チ
ス
に
と
っ
て
、
ヒ
ン
デ
ミ
ッ

ト
は
「
ふ
ざ
け
た
音
楽
」
で
し
た
。�

　
美
し
い
音
へ
の
感
動
に
お
ぼ
れ
て
私

た
ち
は
間
違
っ
た
。
そ
の
反
省
が
戦
後

の
禁
欲
的
な
実
験
へ
と
作
曲
家
を
駆
り

立
て
ま
し
た
。
実
験
は
極
端
で
や
り
す

ぎ
だ
っ
た
と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

彼
ら
の
動
機
、
真
剣
な
思
い
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
（
お
わ
り
）�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

体
験
レ
ッ
ス
ン
＆
学
校
説
明�

短
大
進
学
実
技
適
性
テ
ス
ト�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑪�

ナ
チ
ス
へ
の
反
省
引
き
金�
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■
第
１２
回
万
里
の
長
城
杯
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
一
般

の
部
Ａ 

ピ
ア
ノ
連
弾 

１
位
、
中
国
駐

大
阪
総
領
事
賞  

伊
藤
愛
、
上
嶌
祐
子

（
い
ず
れ
も
０５
年
大
卒･

ピ
ア
ノ
）
▽

２
位 

西
山
亜
弓
（
０２
年
大
卒･

ピ
ア
ノ
）

＝
３
月
３１
日
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
。

中
国
音
楽
理
事
会
主
催�

■
第
２９
回
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

声
楽
部
門 

１
位
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、

朝
日
新
聞
社
賞
、
飯
塚
市
長
賞 

内
藤

里
美
（
０５
年
院
修
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
＝
６

月
６
日
、
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
。
飯

塚
文
化
協
会
飯
塚
な
ど
主
催�

《
付
属
音
楽
院
関
係
》�

■
第
３０
回
来
音
会
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル 

Ｅ
級 

銅
賞 

佐
々
木
美

穂（
梅
花
高
校
１
年
）＝

３
月
２６
日
、
池
田
市･

ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
。
来

音
会
主
催�

　
第
４７
回
な
に
わ
芸
術
祭
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
新
人
コ
ン
ク
ー
ル
「
新
進
音
楽

家
競
演
会
」
（
産
経
新
聞
社
な
ど
主
催
）

が
４
月
２７
、
２８
日
に
大
阪･

サ
ン
ケ
イ

ホ
ー
ル
ブ
リ
―
ゼ
で
行
わ
れ
、
森
井
美

貴
さ
ん
（
０９
年
大
専
修
）
が
声
楽
の
部

で
新
人
賞
、
ピ
ア
ノ
・
管
弦
打
楽
器
の

部
に
出
演
し
た
金
岡
宏
美
さ
ん
（
大
専･

ピ
ア
ノ
）
が
新
人
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。�

　
新
人
賞
を
受
賞
し
た
森
井
さ
ん
は
Ｖ
・

ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
海
賊
」
の
中

か
ら
「
そ
の
汚
れ
な
い
微
笑
と
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
狂
乱
の
場
で
は
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
高
い
表
現
力
が
要
求
さ
れ
る

難
し
い
曲
で
す
が
、
森
井
さ
ん
は
「
役

に
な
り
き
り
、
自
分
の
持
ち
味
を
最
大

限
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
。�

　
音
楽
評
論
家
の
嶋
田
邦
雄
さ
ん
は�

「
イ
タ
リ
ア
語
の
発
声
が
明
瞭
で
高
音

部
へ
の
移
行
も
自
然
。
歌
唱
に
伴
う
身

体
の
動
き
も
無
理
が
な
く
、
独
特
の
華

を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
」
と
賞
賛
。�

　
新
人
奨
励
賞
の
金
岡
さ
ん
は
日
本
人

の
曲
に
挑
戦
し
た
く
て
三
善
晃
の
「
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ 

第
一
楽
章
」
を
演
奏
。

理
知
的
な
部
分
と
情
熱
的
な
部
分
を
併

せ
持
ち
変
化
に
富
ん
だ
曲
で
す
が
、
声

楽
家･

天
野
加
代
子
さ
ん（
７５
年
大
卒
）

は
「
金
岡
さ
ん
は
こ
の
曲
を
見
事
に
弾

き
、
審
査
員
を
う
な
ら
せ
ま
し
た
」
。�

畠山歩美さんの�

香港奮闘記�

　
な
ん
と
、
香
港
日
本
人
小
学
校
に
「
ミ

ュ
ー
ズ
」
が
届
き
ま
し
た
。
香
港
で
読

む
大
学
広
報
誌
は
、
一
時
帰
国
の
時
に

実
家
で
読
む
月
遅
れ
の
も
の
と
は
大
違

い
。
日
本
の
読
者
の
方
と
同

じ
様
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
読

む
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
で
も
、
海

外
便
は
送
料
に
お
金
が
か
か

る
の
で
、
お
気
遣
い
な
く
…
。�

　
新
任
先
生
、
４
月
か
ら
吹

奏
楽
部
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
週
３
日
練
習

が
あ
る
の
で
す
が
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
な
ど
金
管
楽
器
を
初
め
て
手
に

す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
音
が
出

る
の
か
興
味
津
々
。
私
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
初
め
て
手
に
し
た
と
き
な
ど
、
嬉

し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。�

　
声
楽
が
専
門
の
私
に
と
っ
て
吹
奏
楽

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
楽
器
も

吹
い
た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り
な
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
「
先

生
が
練
習
を
見
て
く
れ
な
い
と
、
う
ま

く
吹
け
な
〜
い
」
と
、
か
わ
い
い
こ
と

を
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
全
然
吹
け
な
く

て
、
泣
い
て
ば
か
り
い
た
男
の
子
が�

「
ド
」
か
ら
「
ソ
」
ま
で
、
や
っ
と
吹
け

る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し

そ
う
に
報
告
し
に
来
て
く
れ
た
り
し
て
。�

　
専
門
の
分
野
で
な
い
た
め
、
焦
っ
て

い
た
自
分
が
い
ま
し
た
。
曲
の
仕
上
が

り
も
大
事
で
す
が
、
今
は
子
ど
も
た
ち

が
上
手
に
な
っ
て
い
く
姿
を
ゆ
っ
く
り

見
て
い
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

音
楽
の
先
生
の
仕
事
は
演
奏
の
良
い
悪

い
以
前
に
、
音
楽
体
験
を
増
や
し
て
あ

げ
る
こ
と
な
ん
だ
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。�

　
一
学
期
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
授

業
参
観
や
研
究
授
業
、
子
ど
も
の
成
績

付
け
に
追
わ
れ
る
日
々
。
そ
ん
な
時
に

届
い
た
「
ミ
ュ
ー
ズ
」
。
恩
師
の
こ
と
、

後
輩
の
活
躍
ぶ
り
を
貪
る
よ
う
に
読
む

私
。
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

コ
ン
ク
ー
ル
（
敬
称
略
）

�

伊
藤
愛
�

上
嶌
祐
子
�

西
山
亜
弓
�

内
藤
里
美
�

佐
々
木
美
穂
�

森
井
さ
ん
新
人
賞  

金
岡
さ
ん
奨
励
賞�

吹奏楽部を担当�

第４７回なにわ芸術祭�
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横田知子　大阪音楽大学大学院
修了。ポーランド国立ワルシャワ音楽
院留学。Ｊ・ステルチンスキ氏に師事。
留学中シマノフスキ国際ピアノコンク
ール第３位など入賞。�

　
農
民
の
踊
り
、
マ
ズ
ル
カ
。
貴
族
が
正
装
し
て
踊
る
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
。
シ
ョ

パ
ン
は
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
を
一
生
作
り
続
け
ま
し
た
。
特
に
マ
ズ
ル

カ
は
独
特
の
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
旋
法
性
が
魅
力
。
シ
ョ
パ
ン
の
望
郷

の
思
い
、
民
族
の
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
５
年
間
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
留
学
し
て
そ
の
風
土
に
な
じ
み
、
シ
ョ
パ
ン
の
足
跡
を
た
ど
り
、
民
族
音

楽
を
体
験
し
た
横
田
知
子
講
師
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。�

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は

大
学
３
年
生
の
夏
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立

ワ
ル
シ
ャ
ワ
音
楽
院
で
開
か
れ
た
夏
期

講
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ポ
ー

ラ
ン
ド
が
非
社
会
主
義
国
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
食
料
事
情
は
貧
し
く
、
空
港
に

は
武
装
し
た
兵
士
の
姿
も
見
か
け
ま
し

た
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に

と
て
も
ひ
か
れ
ま
し
た
。
大
学
院
修
了

後
、
９５
年
か
ら
００
年
ま
で
同
音
楽
院
に

留
学
。
夏
は
シ
ョ
パ
ン
が
若
い
こ
ろ
療

養
で
滞
在
し
た
ド
ゥ
シ
ニ
キ
で
講
習
を

受
け
、
朝
か
ら
晩
ま
で
音
楽
に
包
ま
れ

た
毎
日
で
、
す
ば
ら
し
い
体
験
を
た
く

さ
ん
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
強
烈
な
印

象
を
受
け
た
の
は
、
マ
ゾ
フ
シ
ェ
民
族

音
楽
団
、
舞
踊
団
の
マ
ズ
ル
カ
で
す
。
�

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
音
楽
と
い
え
ば
マ
ズ

ル
カ
。
マ
ズ
ル
カ
に
は
マ
ズ
レ
ッ
ク
、

ク
ヤ
ー
ヴ
ィ
ヤ
ッ
ク
、
オ
ベ
ー
レ
ッ
ク

の
３
種
類
が
あ
り
、
リ
ズ
ム
や
速
さ
、

曲
調
が
異
な
っ
て
い
て
、
オ
ベ
ー
レ
ッ

ク
は
特
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
踊
り
手
が

ぐ
る
ぐ
る
回
り
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

は
地
方
ご
と
に
特
有
の
衣
装
を
ま
と
う

民
族
音
楽
団
、
舞
踊
団
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
音
楽
、
舞
曲
を
持
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
マ
ゾ
フ
シ
ェ
民
族
音
楽
団
、
舞

踊
団
の
練
習
風
景
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

と
き
は
、「
こ

れ
が
マ
ズ
ル

カ
か
！
」
と

目
の
覚
め
る

よ
う
な
衝
撃

を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
ま

で
音
楽
院
で

リ
ズ
ム
の
打

ち
方
や
、
ア

ク
セ
ン
ト
な

ど
学
ん
で
い

た
も
の
の
、
自
分
が
同
じ
場
所
に
立
っ

て
、
踊
り
手
の
男
女
が
組
み
合
わ
さ
り
、

想
像
以
上
の
速
さ
で
ぐ
る
ぐ
る
回
る
勢

い
や
、
リ
ズ
ム
を
打
ち
付
け
る
足
の
蹴

り
の
激
し
さ
、
舞
曲
の
持
つ
ア
ク
セ
ン

ト
を
肌
で
感
じ
た
こ
と
は
、
演
奏
家
と

し
て
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
マ
ズ
ル
カ

の
曲
想
を
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
や
ワ
ル
ツ
、

エ
チ
ュ
ー
ド
の
中
に
ま
で
し
の
ば
せ
、

心
の
声
を
吐
露
し
て
い
た
シ
ョ
パ
ン
。

今
で
も
マ
ズ
ル
カ

を
弾
く
と
き
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
作
品
の
中
に
マ
ズ
ル
カ

風
の
曲
想
が
現
れ
る
と
、
民
族
音
楽
団

の
体
験
が
ふ
と
蘇
り
ま
す
。
�

　
シ
ョ
パ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
離
れ
て

か
ら
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
ず
、
だ
か
ら

こ
そ
、
す
て
き
な
音
楽
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
独

特
の
音
楽
、
マ
ズ
ル
カ
や
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

を
一
生
作
り
続
け
た
の
は
、
望
郷
の
気

持
ち
が
強
か
っ
た
か
ら
。
舞
曲
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
１
番

の
荒
れ
狂
う
よ
う
な
音
楽
の
中
間
部
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ロ
ル
の
旋
律
が
静

か
に
現
れ
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今

も
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち

が
そ
の
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
っ
た
り
、
母
親

が
子
ど
も
に
歌
い
き
か
せ
た
り
し
て
い

ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ

の
思
い
出
を
、
作
品
の
中
に
メ
モ
リ
ー

と
し
て
残
し
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

病
弱
で
絶
え
ず
死
と
向
き
合
っ
て
い
た

シ
ョ
パ
ン
は
、
音
楽
の
中
に
魂
を
込
め

て
い
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ン
が
シ
ョ
パ

ン
の
音
楽
を
「
花
に
隠
れ
た
大
砲
」
と

書
い
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
し

て
の
言
論
や
社
会
活
動
が
抑
え
ら
れ
て

い
た
当
時
、
シ
ョ
パ
ン
な
り
の
音
楽
の

訴
え
を
作
品
に
潜
ま
せ
て
い
ま
す
。
シ
ョ

パ
ン
の
作
品
は
一
見
、
華
麗
で
繊
細
な

ポ
エ
ム
で
綴
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
本
当
は
逆
に
悲
し
み

だ
っ
た
り
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
強

さ
だ
っ
た
り
、
対
極
の
ポ
エ
ム
も
織
り

込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
�

　
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
と
は
「
野
の
国
」

と
い
う
意
味
。
冬
が
長
く
暗
い
の
で
、

人
々
は
春
を
待
ち
わ
び
る
気
持
ち
が
強

く
、
５
月
に
な
る
と
毎
分
ご
と
に
色
が

変
わ
る
ほ
ど
野
原
が
一
斉
に
芽
吹
き
始

め
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
はA

s 
d
u
r

（
変

イ
長
調
）
の
調
性
を
と
て
も
好
ん
で
い

ま
し
た
。
マ
ズ
ル
カ
作
品
５９
　
２
や
エ

チ
ュ
ー
ド
作
品
２５
　
１
「
エ
オ
リ
ア
ン
・

ハ
ー
プ
」
、
バ
ラ
ー
ド
第
３
番
な
ど
、

シ
ョ
パ
ン
のA

s 
d
u
r

の
作
品
は
、
い

ず
れ
も
の
ど
か
な
幸
福
感
を
た
た
え
て

い
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン
に
と
っ
てA

s 

d
u
r

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
た
幸
せ

な
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
特
別
な
調
性
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
�

�

マゾフシェ民族舞踊団の練習風景�

ショパン生誕200年記念�
Approach to Chopin�
vol.3　民族性�

マ
ズ
ル
カ
は
魂
の
声�

望
郷
の
念  

音
楽
に
結
晶
さ
せ
る�

講
師
　
横
田
知
子�

―
�

―
�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

２０１１年度ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
登録正団員募集�

ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団登録正団員のオーディ
ションを下記の通り行います。�
日程：２０１０年１２月４日（土）�
応募資格：４０歳までの本学卒業生�
募集人数：ソプラノ　１人　アルト　２人　バス　２人�
詳細は募集要項をご覧ください。大学ホームページからダウンロー
ドしていただくか、オペラハウス１階事務室でお渡しいたします。
開館日時をご確認ください。郵送ご希望の方は、返信用封筒（定型）
に８０円切手を貼付の上、オペラハウスにお送りください。�
＜問い合わせ・送り先＞　〒５６１ー８５５５　豊中市庄内幸町１ー１ー８�
大阪音楽大学ザ・カレッジ・オペラハウス＜合唱団募集係＞�
1０６ー６３３６ー４５２１　ｅ-ｍａｉｌ：ｏｈ．ｃｈｏｒ＠ｄａｉｏｎ．ａｃ．ｊｐ�

　
「
国
際
カ
リ
ヨ
ン
の
日
」
を
記
念
し

て
６
月
１９
日
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
前
の
カ
リ

ヨ
ン
「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
鐘
」
の
生
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
は
ベ
ル
ギ
ー

在
住
の
カ
リ
ヨ
ン
奏
者
、
松
江
万
里
子

さ
ん
と
則
定
ま
り
さ
ん
。
二
人
は
前
日

に
本
学
音
楽
博
物
館
の
練
習
用
カ
リ
ヨ

ン
で
当
日
の
曲
を
練
習
し
ま
し
た
。
博

物
館
で
は
カ
リ
ヨ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
計
画
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
。�

国際カリヨンの日　博物館で練習�

気ままにファミリーコンサート　音楽のおもちゃ箱�
８月１４日（土）１４時　川西市みつなかホール�
一般１０００円　小・中学生５００円�
道　彰子　道　直紀　道　維子　道　良枝�
1０７２-７９４-６６２１　オフィス・ナウ�

坂口さやかソプラノチャペルコンサート�
８月２１日（土）１８時３０分　４０００円�
リーガロイヤルホテル「ザ・クリスタルチャペル」�
坂口さやか　竹村美和子　　城克枝�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

室内合奏団THE STRINGS第９回定期公演�
８月２１日（土）１４時　神戸市立灘区民ホール�
一般２５００円　学生２０００円　小学生１０００円�
森季子　植松さやか　武田仁�
1０７８-２０３-８０３８　THE STRINGS事務局�

ショパン・シューマン生誕２００周年コンサート�
８月２９日（日）１４時�
１０００円（小学生・６０歳以上５００円）�
門真市民文化会館ルミエールホール　小ホール�
大西奈穂子　山添真希　河野佑美　山添由起�
松上真弓　山口知子　北森千晶　貴田藍子�
阪田淳子�
1０７２-８５６-１６７２　山添�

風のうたコンサート　ロシアの風　阿蘇の風�
９月５日（日）１６時�
伊丹市立演劇ホール　アイホール�
前売２０００円　こども１０００円　当日５００円増�
イゴール・ゴルガー　梶本ひろ子　吉川万里�
竹口美紀　田中理絵�
1０８０-５２１０-１９１４　梶本�

音楽の旅�
９月１２日（日）１５時　西宮市プレラホール�
一般２０００円　高校生以下１０００円�
斉藤杏子　土岐真弓　廣重祐二　森脇香織�
戴茜　原真奈美　松永充代　Natsume�
1０７９８-６４-９４８５　西宮プレラホール�

Simple Gifts�
９月２５日（土）１９時　２０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
伊藤麻希子　伊野波幸　紀之定恵　杉本佳代�
野村亜紀子　本多未知子　宮本有起子�
瀬戸口文乃　松尾久美子　中村展子　村崎愛�
1０６-７１７７-１７９２　瀬戸口�

２本のサクソフォンとピアノによる室内楽�
１０月３日（日）１４時３０分　奏美ホール�
前売２０００円　学生１０００円　当日５００円増�
西田歩美　本田博美　岡部桂永子�
1０９０-９０９３-４５７３　nishidaconcert�

室内合奏団THE STRINGS 「こってこて古典」�
１０月１１日（月・祝）１４時�
東灘区民センター大ホール（うはらホール）�
一般２５００円　学生２０００円　小学生１０００円�
柳田耕治　長橋健太　上川忠昭�
1０７８-２０３-８０３８　THE STRINGS事務局�

セルゴピアノコンサート�
１０月２３日（土）１３時３０分　入場無料�
大阪フィルハーモニー会館�
青木元子　浅野由香里　岡本ふさ子�
佐藤美智　平井仁美　安永愛�
（問）danke．yukarin４２７＠docomo．ne．jp　浅野�

《幸楽会》後援演奏会�大阪音楽大学後援演奏会�
�

すみれの里とミュージカル／青春の歌の花束�
８月８日（日）１３時３０分　春野文化センター�
入場無料　ウエスト・サイド物語　ほか�
出演　ミュージカル・コース専攻生�
1０５３９-８５-０２００　春野文化センター�

芹澤文美＆芹澤佳司ジョイントコンサート�
８月２２日（日）１５時　２０００円�
兵庫県立美術館「芸術の館」アトリエ�
バラキレフ：イスラメイ　ほか�
1０７８-２６２-０９０８　兵庫県立美術館�

フレンドシップガラ・コンサート稲美町公演�
８月２８日（土）１４時�
一般１５００円　小学生以下５００円�
稲美町文化会館　稲美コスモホール�
金川知子　高橋千恵　山口知子　土田景介�
三村浩美　森孝裕　神田裕史　大西隆弘�
籔川直子�
1０７９-４９２-７７００　稲美町文化会館�

友情のサビーナ・オーケストラ　コンサート�
９月２日（木）１９時　２０００円～４０００円�
兵庫県立芸術文化センター大ホール�
Ａ・アレグリーニ　内田絵理　内藤安佐子�
1０６-６８４４-８７８７　イタリア生活文化交流協会�

ヘンデル　オペラ「ロターリオ」�
９月４日（土）１５時　５０００円�
伊丹アイフォニックホール�
竹内直紀　端山梨奈　名島嘉津江　迎肇聡�
永木るり子　福島紀子�
1０７９７-７１-０８３２　井上�

Duoの夕べ～友情～北浦洋子とその仲間たち�
９月９日（木）１９時　３０００円�
兵庫県立芸術文化センター�
北浦洋子　島戸祐子　竹内素子�
1０７８-３６７-３５６０　アートフォレスト�

小杉裕一ピアノリサイタル�
９月１０日（金）１９時　３０００円�
カワイ表参道　コンサートサロン「パウゼ」�
シューマン：アラベスク　謝肉祭�
1０３-３３２０-１６７１　カワイ音楽振興会�

阪上和夫と仲間達　大阪音楽大学退任及び
古希を記念して�
９月１９日（日）１４時　３０００円　オペラハウス�
牧野宏子　角地正直ほか門下卒業生　大阪
メンズコーラス　ナターリア・コズローヴァ　荒田
祐子　松村英臣　ほか�
1０６-６９４３-１８９１　関西芸術振興会�

La La Vita Vocal Concert～１０周年を迎えて～�
９月２０日（月）１５時　３０００円�
イシハラホール�
今村悦子　岡崎房恵　喜多真美　菊池祐子�
花篤孝子　高木未知子　田邉織恵　中津江美�
橋本由美　福井景子　藤村江李奈　宮本佳代子�
森本靖子�
1０７２-６７３-４０６３　福島慶子�

バリアフリーコンサート�
～語り伝えたい日本のこころ～�
９月２３日（木・祝）１５時�
茨木市クリエイトセンター・センターホール�
前売１５００円（ペア２５００円）当日各５００円増�
齋藤舞歌　小西潤子　荻原次己　杉元比左子�
花山教子　石原光世　茨木混声合唱団�
1０７２-６２２-９９２８　バリアフリーコンサート企画�

藤村匡人・長谷智子リートデュオリサイタル�
９月２６日（日）１４時　３５００円�
ムラマツ・リサイタルホール新大阪�
シューマン、ヴォルフ歌曲集�
1０７９８-４３-５２７２　藤村�

原真奈美ピアノリサイタル�
１０月２日（土）１９時　３０００円�
豊中市立ローズ文化ホール�
ショパン：スケルツォ　バラード　ほか�
1０６-６１５１-４１３４　リサイタル事務局�

演奏活動５０周年記念�
池田洋子ピアノリサイタル�
１０月３日（日）１４時　いずみホール　５０００円�
池田洋子　モーツァルト室内管弦楽団�
ショパン：ピアノ協奏曲　第２番　ほか�
1０６-６１３５-０５０３　大阪アーティスト協会�

小谷朋子ピアノリサイタル�
１０月９日（土）１４時　２５００円　大阪倶楽部�
シューマン：クライスレリアーナ　ほか�
1０７２-２９３-０４８８　増田�

須山知行先生　一周忌追善演奏会�
１０月２４日（日）１３時　国立文楽劇場　４０００円�
松村蓬盟　松尾昌美　北野徹　田中勉　林絹代�
星田一山　本多恭盟　中島警子　桐絃社�
1０６-６９９１-２３３４　中島�

第１９回大阪ゲヴァントハウス合唱団定期演奏会�
１０月２４日（日）１４時　３５００円　いずみホール�
波多野均　大谷志穂　森敦　木島美紗子�
垣内みどり　日下部吉彦�
フォーレ：レクイエム　ほか�

芹澤佳司ピアノリサイタル　作曲家シリーズⅣ�
１１月５日（金）１９時　３０００円�
イシハラホール�
シューマン：交響的練習曲　ソナタ２番　ほか�
1０７５-７５１-０６１７　エラート音楽事務所�

第１１回オリゾーン演奏会�
１１月７日（日）１７時�
茨木市クリエイトセンター　２５００円�
楠井淳子　中村典子　松井みさ　小野田享子�
安藝清子　梶山拓也　田島亘�
1０７２-７９４-３８２４　梶山�

幸楽会事務室からお知らせ�
◆８月の開室日　８月５日、１９日、２６日�

いずれも木曜日です。�
９月は９月６日から開室いたします。�
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次
号
発
行
予
定
１０
月
２０
日
�

　
入
学
し
て
か
ら
１
カ
月
余
り
で
迎
え

た
演
奏
会
な
の
で
、
戸
惑
い
や
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
音
楽
専
攻
科
生
全
員

で
助
け
合
い
、W

illiam
 B
yrd

作
曲
の

｢T
he 
E
arle 

of 
O
xford ,s 

M
arch｣

な
ど
を
演
奏
し
無
事
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。�

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル

と
し
て
全
員
でJ.S

trau
ss 

の
オ
ペ
レ

ッ
タ
「D

ie 
F
lederm

aus

」（
こ
う
も

り
）
よ
り
『
乾
杯
の
歌
』
を
演
奏
し
た

こ
と
で
、
他
専
攻
の
学
生
と
の
仲
も
深

ま
り
、
秋
の
オ
ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

に
向
け
て
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
と

思
い
ま
す
。�

　私たち大阪音楽大学音楽専攻科の学生は�

５月28日にミレニアムホールで「スプリング・コンサ

ート」を開きました。�

 

大
阪
音
楽
大
学
の
「
大
学
案
内
　
２

０
１
１
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

か
ら
大
学
案
内
と
入
試
ガ
イ
ド
を
合
冊
。

こ
れ
一
冊
で
「
大
阪
音
楽
大
学
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
？
」
「
音
楽
大
学
の
学
生

生
活
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？
」
「
受
験
す

る
に
は
ど
ん
な
勉
強
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」

と
い
っ
た
受
験
生
の
み
な
さ
ん
が
抱
く

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
で
き
る
よ

う
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
し
た
。�

　
授
業
、
教
員
、
施
設
を
は
じ
め
学
生

寮
、
奨
学
金
制
度
な
ど
手
厚
い
学
修
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
が
行

う
卒
業
後
の
進
路
支
援
や
、
世
界
に
広

が
る
交
換
留
学
の
提
携
校
も
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
Ａ
４
判
、
オ

ー
ル
カ
ラ
ー
で
８２
ペ
ー
ジ
。
無
料
。�

「
大
学
案
内
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
は

が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
を
明

記
の
上
、
大
阪
音
楽
大
学
広
報
統
括
室

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
と
ハ
ワ
イ
大
学
の
弦

楽
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
「Sound 

P
ost

」
が
５
月
２９
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
音
楽
を
通

し
て
日
本
の
大
学
と
交
流
し
た
い
」
。

ハ
ワ
イ
大
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
勉
強
を

す
る
河
原
麻
衣
さ
ん
（
２
年
）
の
ひ
と

言
に
妹
の
本
学
３
年
、
河
原
結
花
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
が
動
き
、
上
塚
憲

一
准
教
授
が
全
面
協
力
し
て
コ
ン
サ
ー

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。�

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
半
は
、
河
原
麻
衣

さ
ん
ら
ハ
ワ
イ
大
の
学
生
た
ち
に
よ
る

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
弦
楽
四
重
奏
曲
第
９
番 

ハ
長

調
」
な
ど
４
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
後
半
は
河
原
結
花
さ
ん
の
呼
び
か
け

で
結
成
し
た
弦
楽
専
攻
生
と
大
学
院
生

１０
人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル

デ
イ
の
「
春
」
、
芥
川
也
寸
志
の
「
弦

楽
の
た
め
の
三
楽
章
」
を
演
奏
、
両
大

学
の
学
生
た
ち
が
バ
ッ
ハ
「
２
つ
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
協
奏
曲
」
を
披

露
し
、
演
奏
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

　
「
音
楽
と
い
う
共
通
の
言
葉
を
通
し

て
、
友
情
と
い
う
す
ば
ら
し
い
も
の
を

手
に
し
ま
し
た
」
と
河
原
結
花
さ
ん
。

麻
衣
さ
ん
は
「
今
度
は
皆
さ
ん
を
ハ
ワ

イ
に
招
待
し
ま
す
」
。�

Ⅱ
�

２０１１年度版「大学案内」完成�

大
専
が
ス
プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト�

リポーター　勝山幸菜� ハ
ワ
イ
大
と
交
流
演
奏
会�

「友情手に入れた」�

　
当
時
の
北
欧
で
使
わ
れ
た
ル

ー
ル
と
い
う
儀
式
用
ラ
ッ
パ
。

不
思
議
な
形
に
捻
じ
れ
て
い
る

の
は
、
マ
ン
モ
ス
の
牙
の
形
を

真
似
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
製
。�

楽器を奏でる人形たち�

青
銅
器
時
代
の
祭
器
�

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵）�


